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はじめに

ここでは、このマニュアルの目的、対象読者、構成、および表記法について説明し、さらに詳

細情報が記載されている関連資料を紹介します。

「はじめに」には、次の項があります。

•目的（ixページ）
•対象読者（ixページ）
•表記法（ixページ）
•関連資料（xページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（xページ）

目的
このガイドでは、Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ（以降、ルータまたは IR8140H）の
概要と、ルータをインストールして接続する方法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、シスコソフトウェアについての経験はなくても、高い技術能力を持つ人を

対象としています。

表記法
ここでは、このマニュアルで使用されている表記法について説明します。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

危険の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。機器の取り扱い作

業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してください。各

警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告を

参照してください。

警告

関連資料
IR8140Hのすべてのマニュアルはオンラインで入手できます。

•製品ページ

https://www.cisco.com/c/en/us/support/routers/catalyst-ir8100-heavy-duty-series-routers/series.html

•データシート：

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/routers/catalyst-ir8100-heavy-duty-series-routers/
nb-06-cat-ir8140-hd-ser-rout-ds-cte-en.html

•法規制の遵守および安全に関する情報 [英語]：

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/IIOT/compliance/routers/rcsi-0249-book.pdf

•ソフトウェア設定ガイド

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/access/ir8140/b_ir8100-config-guide.html

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によって求めるビジネス成果を得るには、Cisco Services [英語]にアクセスして
ください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。
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•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Press [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツー
ルです。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。
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第 1 章

Cisco Catalyst IR8140Hルータハードウェア
の説明と仕様

この章では、Cisco Catalyst IR8140H Heavy Dutyルータ（これ以降、このドキュメントではルー
タまたは IR8140Hと呼ぶ）の主要なハードウェア機能について説明します。これには、シャー
シ、内部および外部のコネクタとポート、ならびにハードウェア仕様が含まれます。

次の内容について説明します。

• Cisco Catalyst IR8140Hルータの概要（1ページ）
•ルータハードウェアの概要：外部（2ページ）
•動作範囲（12ページ）
•アクセサリ（12ページ）
•ポートのピン配置（14ページ）

Cisco Catalyst IR8140Hルータの概要
Cisco Catalyst IR8140Hルータは、屋外の支柱取り付け型ルータを必要とする Field Area Network
（FAN）配電グリッドで使用するために設計された、堅牢な通信プラットフォームです。FAN
は、発電と送電が電力消費者にリンクされる配電システムです。

ルータは、電力網の効率と信頼性の向上、エネルギー消費量の削減、および GHGの削減を可
能にするエンドツーエンドの通信ネットワークを提供します。ルータは、次のようなアプリ

ケーションで活用できます。

•スマートな輸送と道路

•自動検針インフラ（AMI）

•配電自動化

•分散型エネルギー源（DER）の統合

•リモートワークフォースオートメーション

•スマート街路灯

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
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ルータは、FANシステムと、FANに存在する多数のデバイス（メーター、センサー、保護リ
レー、インテリジェント電子装置（IED）、プラグイン電気自動車（PEV）充電ステーション、
分散型のソーラーファーム）との間で、信頼性が高く安全なリアルタイム通信を提供します。

ネットワークデータは、ローカルの決定プロセスのために、配電グリッド内のデバイス間をセ

キュアな通信リンクを介して転送され処理されます。

ルータハードウェアの概要：外部
IR8140Hは、屋外用の IP67産業用ルータです。これは、4つのモジュールスロットを備えた
ベースモジュラプラットフォームで構成されています。4つの IR8140Hモジュールのうちの
1つは他の 3つよりも大きく、スーパースロットと呼ばれ、スロット 0として識別されます。
このスーパースロットは、CPUモジュール用に予約されています。次の図に示すように、
IR8140Hでは下向きです。他の 3つのスロットは、ユニバーサルインターフェイスモジュー
ル（UIM）をサポートします。

モジュールスロットは、屋外で風雨にさらされるとルータを損傷する可能性があるため、開け

たままにしないでください。モジュールが装着されていない場合はスロットカバーを使用する

ことを推奨します。「アクセサリ（12ページ）」を参照してください。

（注）
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図 1 : IR8140H（コンポーネントのラベル付き）

次の表に、上の図に示した IR8140Hでサポートされるすべてのモジュールと電源の概要を示し
ます。

表 1 : Cisco Catalyst IR8140Hのコンポーネント

説明アイテム番号

1つのアンテナを備えた産業用ルータモジュール（例：IRMH-WPANモ
ジュール）。

1

バッテリバックアップユニット（BBU）モジュール。収納ラックには最
大 3台の BBUをスタックできます。

2

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
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説明アイテム番号

2つのアンテナを備えたユニバーサルインターフェイスモジュール（UIM）
（3）。アンテナ（4）はモジュールの一部です。

ネイバーフッドエリアネットワーク（NAN）のエンドポイントへの接続
と、ユーティリティ制御センターへの接続用の広域ネットワーク（WAN）
への接続を提供する産業用ルータモジュールに使用できる UIMスロット
です。

IR8140Hは次の UIMをサポートしています。

• IRMH-WPANモジュール（WPANモジュール。通常は下向きスロッ
ト（スロット 1）に取り付けます）

（注）

Cisco IOS XEリリース 17.7.1以降、2つのWPANモジュールをシャー
シに取り付けることができます。2つのWPANモジュールを取り付
ける場合は、一方のモジュールをスロット1に取り付け、もう一方を
スロット 2または 3に取り付けます。

• IRMH-LTEモジュール（LTEモジュール。通常、上向きスロットの 1
つ（スロット 2またはスロット 3）に取り付けます）

• IRMH-LTEAモジュール（LTE Advancedモジュール。通常、上向きス
ロットの 1つ（スロット 2またはスロット 3）に取り付けます）

• IRMH-5GS6-GLモジュール（4G LTE/5G FR1モジュール。通常、上向
きスロットの 1つ（スロット 2またはスロット 3）に取り付けます）

（注）

IRMH-5GS6-GLモジュールは、Cisco IOS XEリリース 17.8.1の
IR8140Hでサポートされています。シャーシには IRMH-5GS6-GLモ
ジュールを 1つだけ取り付けることができます。

• IRMH-LTE7-NA-900および IRMH-LTE7-EAL（LTE CAT7）モジュー
ルは、Cisco IOS XEリリース 17.17.1以降でサポートされています。

• IRMH-5GR16SA（5G FR1）モジュールは、Cisco IOS XEリリース
17.17.1以降でサポートされています。

3および 4

GNSS/GPSアンテナ。ルータの設置後、使用中の場所を特定します。
GNSS/GPSアンテナは、正確な時刻と位置情報をシステムに提供します。

5

カバーが持ち上げられた空のユニバーサルインターフェイスモジュール

（UIM）スロット。デフォルトでは、IR8140Hシャーシにモジュールが取
り付けられていない限り、カバーが取り付けられます。

6

4 X取り付け支柱（M8）7

電源モジュール8
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説明アイテム番号

CPUモジュールは、IR8140Hモジュール用の処理能力を提供し、バック
ホールネットワークおよびその他の IPネットワークデバイスへの 2つの
ギガビットイーサネット接続を行えるようにします。

CPUモジュールはスロット0に取り付けられており、最大のモジュールス
ロットです。IR8140Hの下部にあります。

9

図 2 :ケーブルポートシール付きの IR8140Hの底面図
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説明アイテム番号

CPUモジュール。

CPUモジュールは、IR8140Hモジュール用の処理能力を提供し、バッ
クホールネットワークおよびその他の IPネットワークデバイスへの
2つのギガビットイーサネット接続を行えるようにします。

CPUモジュールはスロット0に取り付けられています。これが、最大
のモジュールスロットです。IR8140Hの下部にあります。

CPUモジュールには、次のアイテムが含まれています。

•コンソールポート - CON

•リセットボタン - RST

• SSDモジュール - SSD

•アラームポート - ALM

• SFPギガビットイーサネット：SFP 1G

• SYS LED

• 10/100/1000 RJ45イーサネット - 1G

上記のアイテムにアクセスするには、CPUモジュールの下部にあるプ
ラグを取り外す必要があります。

• IR8140Hシャーシの CPUモジュールの位置を確認するには、図
1 : IR8140H（コンポーネントのラベル付き）（3ページ）およ
び図 2 :ケーブルポートシール付きの IR8140Hの底面図（5ペー
ジ）を参照してください。

•システムの LEDの状態については、システム（SYS）LEDの確
認（80ページ）を参照してください。

1

12VDC_OUT/1Aポートはケーブルポートシールで覆われており、外
部デバイスに電力を供給します。Power-over-Ethernet（PoE）が使用さ
れていない場合にのみ使用できます。

2

圧力ベントベントは、ルータの設置環境の温度変化によって発生する

可能性がある、ルータシャーシ内の圧力を解放します。また、ルータ

の内部をちりやほこり、液体、その他の自然環境から保護します。

3

7/8インチ 3ピン円形 AC電源コネクタ付き AC電源入力。4

ケーブルポートシールの図については、図 8 : PG13プラグ：ケーブルポートシール（14ペー
ジ）を参照してください。

次の図に、コンポーネントのカバーをすべて外した CPUモジュールを示します。
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図 3 :コンポーネントのカバーをすべて外した CPUモジュール（CPUモジュールの前面プレート図）

表 2 : CPUモジュールコンポーネントの説明（左から右）

説明アイテムアイテム番号

Micro-Fit 4Pコネクタ付きアラームポートALM1

10/100/1000 Mbpsイーサネットポート1G2

SFP 1ギガビットイーサネットSFP 1G3

リセットボタンRST4

SSDモジュール（オプション）SSD5

コンソールポート（プラグを取り外したとき

にアクセス可能）

CON6

SYS LED

システムの LEDの状態については、「SYS
LEDの状態」を参照してください。

LED7

次の図に、すべてのコンポーネントを覆った CPUモジュールを示します。
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図 4 :すべてのコンポーネントを覆った CPUモジュール

アイテムアイテム番号

PG13プラグで覆われたアラームポート

（注）

アラームポートプラグを取り外すには、No. 3プラスビットを使用し
ます。

1

PG13プラグで覆われたイーサネットポート

（注）

イーサネットポートプラグを取り外すには、No. 3プラスビットを使
用します。

2

3/4 NPTプラグで覆われた SFPポート

（注）

SFPポートプラグを取り外すには、5/8インチ 6 Ptソケットドライバ
を使用します。

3

M42プラグで覆われたリセットボタンとコンソールポート

（注）

M42プラグを取り外すには、1 3/8インチのモンキーレンチを使用し
ます。

4

次の図に、ルータの底面図を示します。
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図 5 : IR8140Hの底面図（ケーブルシールなし）

表 3 :ケーブルポートシールのない IR8140Hの底面のコンポーネント

ハードウェア機能アイテム

番号

ハードウェア機能アイテム

番号

PG13ポートを備えた1ギガ
ビットイーサネット（1G）

6SSDモジュール1

PG 13ポートを備えたア
ラームポート

7LED

システムのLEDの状態については、「SYS
LEDの状態」を参照してください。

2

12VDC/1A DC出力8コンソールポート（プラグを取り外したと

きにアクセス可能）

3

BBU止めネジ9リセットボタン4
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ハードウェア機能アイテム

番号

ハードウェア機能アイテム

番号

AC電源入力：六角形7/8イ
ンチ 3ピン丸型コネクタ

10Small Form-Factor Pluggable（SFP）1G

SFP1Gモジュールは、ルータの電源が入っ
ていて正常に動作しているときに取り付け

または取り外しできます。CPUモジュール
に対する SFPの取り付けおよび取り外し方
法の手順については、SFPポートの接続
（85ページ）を参照してください。

5

次の表に、IR8140Hハードウェア機能を示します。

表 4 : IR8140Hハードウェア機能

説明ハードウェア機能

CPUモジュールは、IR8140Hモジュール用の処理能力と、バックホール
ネットワークおよびその他の IPネットワークデバイスへの2つのギガビッ
トイーサネット接続を提供します。

CPUモジュールはスロット0に取り付けられています。これが、最大のモ
ジュールスロットです。IR8140Hの下部にあります。

図 5 : IR8140Hの底面図（ケーブルシールなし）（9ページ）に示すよう
に、CPUモジュールの下部にあるプラグを取り外すと、次のポートとコネ
クタにアクセスできます。

• ALM：PG13ケーブルグランド（図 7 :ケーブルグランド（13ペー
ジ））で使用するアラームポート。

• 1G：PG13ケーブルグランドで使用する 10/100/1000 Mbpsイーサネッ
トポート。このポートは、最大 15 Wの PoE PSE出力電力を提供しま
す（IR8140H-P-K9 SKUでのみ使用可能）。

• SFP 1G：1ギガビットイーサネット SFPソケット。

（注）

ケーブル接続する場合は、SFPアダプタキットが必要です。

• RST：M42プラグで覆われたリセットボタン

• CON：コンソールポート（RJ45）：M42プラグを取り外すとアクセス
可能になります。

CPUモジュー
ル：数量（1）
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説明ハードウェア機能

3つのユニバーサルインターフェイスモジュール（UIM）スロットは、ネ
イバーフッドエリアネットワーク（NAN）のエンドポイントへの接続と、
ユーティリティ制御センターへの接続用のWANへの接続を提供する高耐
久性産業用ルータモジュールに使用できます。

IR8140Hは次の UIMをサポートしています。

• IRMH-WPANモジュール

• IRMH-LTEモジュール

• IRMH-LTEAモジュール

• IRMH-5GS6-GLモジュール

• IRMH-LTE7モジュール

• IRMH-5GR16SAモジュール

ユニバーサルイ

ンターフェイス

モジュール

（UIM）スロッ
ト、数量（3）ス
ロット

CPUモジュールの RJ-45コンソールポートは、管理作業用のルータへの
ローカルアクセスを提供します。プラグを取り外すとアクセス可能になり

ます。

管理インターフェ

イス

アンテナまたはケーブルを IR8140Hに直接接続できます。N型メスコネクタ

IR8140Hの背面にあります。

（注）

電源は現場で交換できます。ただし、ルータを支柱に取る付ける場合は、

その支柱から IR8140Hをまず取り外してから電源を交換する必要があり
ます。また、電源を交換する前に BBUを無効にする必要があります。

Power over Ethernet対応（PoE対応）の PID（IR8140H-P-K9）では、最大
15 Wの PoE出力が可能です。

60W電源ユニッ
ト（PSU）のボー
ド

IR8140Hには、最大 3つの BBUを取り付けることができます。BBUは、
それらが存在するモジュールアセンブリ内で互いにスタックされます。3
台のBBUを取り付けると、AC電源に障害が発生した場合に、フル装備の
システム上で最大 8時間のバッテリバックアップ電源を使用できます。
BBUは現場で交換できます。

BBUは IR8140Hの中央前面にあります。

バッテリバック

アップユニット

（BBU）

外部デバイスに電力を供給する 12 VDC/1Aを提供します。電源オプショ
ンは、PoEを使用していない場合にのみ使用できます。

12VDC_Out
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説明ハードウェア機能

SFPモジュールは、ルータの電源が入っていて正常に動作しているときに
取り付けまたは取り外しができます。CPUモジュールに対する SFPの取
り付けおよび取り外し方法の手順については、SFPポートの接続（85ペー
ジ）を参照してください。

Small Form-Factor
Pluggable（SFP）

統合されたGNSS受信機は、正確な時刻と位置情報をシステムに提供しま
す。

GNSS/GPS

IR8140Hの取り付け金具が含まれています。マウントブラケッ

トキット

オプションのアイテム（別途注文が必要）

支柱への IR8140Hの取り付けをサポートする次の機器が含まれています。

•マウントプレート

• 2つのクランプブラケット

•必要なハードウェア

支柱取り付けキッ

ト

スチールストラップ 2本とバンドストリップキットバンドストラップ

キット

BAND-ITストラップツールストラップツール

キット

IR-ANT-PLUGアンテナプラグ

IR-IP67GLANDケーブルグラン

ド

ケーブルエクステンダとケーブルグランド（AIR-ACC15-SFP-GLD =）ファイバキット

IRMH-BLANKモジュールス

ロットカバー

動作範囲
IR8140Hは -40〜 +70 °Cの温度範囲で動作します。

アクセサリ
モジュールスロットカバー
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次の図に、空の IR8140Hモジュールスロットをカバーするために使用できるスロットカバーの
図を示します。風雨にさらされてシステムが損傷するのを防ぐために、空のモジュールスロッ

トを常にカバーする必要があります。

スロットカバーは別途注文します。（注）

図 6 :モジュールスロットカバー

シスコ製品 ID

IRMH-BLANK

ケーブルグランド

ケーブルグランド（ケーブルコネクタ）は、CPUアラームポートとイーサネットポート、およ
びシャーシ12VDC_OUTポートにケーブルを取り付けるのに必要です。互換性のあるケーブル
グランドを使用して、ケーブルの端をルータに取り付けて固定します。ケーブルグランドは

ケーブルのたわみを緩和し、ルータシャーシへのケーブルのエントリを密閉して、ルータ内部

の損傷を防ぎます。

ケーブルグランドは別途注文する必要があります。次の図は、ケーブルグランドの最新バー

ジョンを完全には表していない場合があることに注意してください。

（注）

図 7 :ケーブルグランド
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表 5 :サポートされるシスコケーブルポートシール

シスコ製品 ID

IR-IP67GLAND

ケーブルポートシール

未使用の CPU（アラームおよびイーサネット）およびシャーシ 12VDC_OUTポートは、自然
環境からルータ内部を保護するために、液密カバー（PG13）ケーブルポートシールで密閉す
る必要があります。

図 8 : PG13プラグ：ケーブルポートシール

ケーブルポートシールはシャーシに付属しており、別途に注文することはできません。（注）

使用しないシャーシケーブルポートをすべて密閉しない限り、ルータを設置しないでくださ

い。シャーシポートを密閉しないままにすると、ルータが破損する可能性があります。

注意

ポートのピン配置
以降の項では、アラームポートと DC出力ポートのピン配置について説明します。

アラームポート

次の図に、アラームポートとピン割り当てを示します。
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図 9 :アラームポート

説明ピン

アラーム入力/出力 #1ピン 1

アラーム入力/出力 #2ピン 2

アラームコモン #1ピン 3

アラームコモン #2ピン 4

ピン 3と 4はルータで接続されていますが、アースからは分離されています。（注）

次の図に、ジョイントコネクタMicro-Fit 3.0™レセプタクルハウジングを示します。

図 10 :ジョイントコネクタ

ピン 33ピン 11

ピン 44ピン 22

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
15

Cisco Catalyst IR8140Hルータハードウェアの説明と仕様

アラームポート



12V/1A DC出力ポート
次の図に、12V/1A DC出力ポートとピン割り当てを示します。

図 11 : 12V/1A DC出力ポート

説明ピン

+12 V出力ピンピン 1

アースピンピン 2

Cable_Present_L入力ピン

（注）

外部 12 V DC出力ケーブルは、このピン 3をピン 4に直接接地して、
ケーブルが挿入されている（存在する）ことをルータが検出するよ

うにします。

ピン 3

アースピンピン 4

電源コネクタハウジングは、外部のシスコ以外のモジュールに接続するために、ルータの電源

装置に取り付けられています。次の図に、ジョイントコネクタMicro-Fit 3.0™レセプタクルハ
ウジングを示します。
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図 12 :ジョイントコネクタ

ピン 33ピン 11

ピン 44ピン 22
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第 2 章

ルータの開梱

この章で説明する内容は、次のとおりです。

•ルータの開梱（19ページ）
•パッケージの内容（19ページ）
•サポートされるモジュールとインターフェイス（21ページ）

ルータの開梱
この章では、IR8140Hの開梱方法と、ルータに付属しているアイテムについて説明します。

ルータを開梱するときは、ルータを設置するまで、アンテナとアンテナコネクタに取り付けら

れている発砲スチロールブロックを取り外さないでください。発泡スチロールは、設置時にア

ンテナおよびコネクタを保護します。

（注）

ルータを開梱するには、以下を実行します。

手順

ステップ 1 梱包箱を開いて、中味を慎重に取り出します。

ステップ 2 梱包材はすべて梱包用の箱に戻し、保管しておきます。

ステップ 3 パッケージの内容（19ページ）に記載されているすべてのアイテムが揃っていることを確認します。内
容物が破損または不足している場合は、シスコの営業担当者にご連絡ください。

パッケージの内容
次の図に、ルータに付属しているアイテムを示します。
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表 6 : IR8140Hのパッケージの内容

説明アイテム数量

次のコンポーネントが取り付けられたルータエンク

ロージャ

• IR8140Hの背面に接続された電源（100〜 240
VAC、60 W出力）。電源モジュールは、ルータ
の入力周波数 60Hzおよび 50Hz（+/- 5%）のAC
入力電圧を 12 V DC出力電圧（+/- 10%）に変換
します。

•サポートされている次の 2つのモジュールタイ
プ（スロット 1、2、および 3）を使用して設置
される最大 3台のプラグイン UIM。

• IRMH-WPANモジュール

• IRMH-LTEモジュール

• CPUモジュール（予約済みのスロット0、ユニッ
トの下部）

•アンテナ取り付け済みのオンボード GNSS受信
機

•屋外アンテナの直接取り付け用 N型コネクタ

•バッテリバックアップユニット（BBU）、注文
した構成に応じて 0〜 3

Cisco IR8140H1

RJ-45 to DB-9コンソールケーブル1

アースラグとネジ 2本アースキット1

以下が含まれます。

•マウントブラケット

•必要なハードウェア

マウントブラケットキッ

ト

1

オプションのアイテム（別売り）

以下が含まれます。

•マウントプレート

• 2つのクランプブラケット

•必要なハードウェア

支柱マウントキット1
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説明アイテム数量

スチール製ストラップ 2本バンドストラップキット1

BAND-ITストラップツールストラップツールキット1

IR-ANT-PLUGアンテナプラグ1

以下が含まれます。

•ケーブルグランド X 1（追加注文可）

•焼付防止剤 X 1

ケーブルグランドキット1

以下が含まれます。

•ケーブルエクステンダ

•ケーブルグランド

光ファイバアダプタキッ

ト

1

IRMH-BLANKモジュールスロットカ

バー

3

サポートされるモジュールとインターフェイス
スーパーバイザモジュールは、産業用ルータの CPUとして機能し、ルータの下部のスーパー
スロットに取り付けられます。

図 13 : IRMH-SUP-SPスーパーバイザモジュール

次の表に、IR8140Hでサポートされているインターフェイスモジュールを示します。サポート
対象のすべてのモジュールの完全なリストについては、サポートされているモジュール（56
ページ）を参照してください。
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表 7 : IR8140Hでサポートされるインターフェイスモジュール

モジュールタイプ

IRMH-WPANモジュール

IRMH-LTEおよび IRMH-LTE7モジュール

IRMH-5GS6-GLおよび IRMH-5GR16SAモ
ジュール
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第 3 章

設置の安全性と設置場所の準備

この章では、安全性および設置場所の準備について説明します。

IR8140Hルータを設置する前に、この章全体を読むことを推奨します。（注）

次の内容について説明します。

•安全に関する推奨事項（23ページ）
•電気機器の安全な取り扱い（24ページ）
•静電破壊の防止（24ページ）
•安全上の警告（25ページ）
•設置環境の条件（27ページ）
•電源に関する注意事項と要件（29ページ）
•ネットワーク接続の準備（29ページ）

安全に関する推奨事項
一般的な安全性を確保するには、次のガイドラインに従ってください。

•取り付け作業中および取り付け後、シャーシの周辺は、できるだけ埃のない清潔な状態に
保ってください。

•工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないようにしてください。

•シャーシに引っかかる可能性がある緩い服は着ないでください。ネクタイまたはスカーフ
はしっかりと締め、袖はまくり上げてください。

•目を負傷する可能性がある状況で作業する場合は、保護眼鏡を着用してください。

•人身事故や装置障害を引き起こす作業は行わないでください。
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電気機器の安全な取り扱い
電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•安全上の警告（25ページ）のすべての警告を参照してください。

•設置場所の緊急電源オフスイッチを見つけます。電気事故が発生した場合、迅速に電源を
オフにすることができます。

•次の作業を行う前に、すべての電源をオフにしてください。

•シャーシの設置または取り外し

•電源の近くでの作業

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、すり減った電源コード、保護
アースの不備などがないかどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されていると思い込まず、必ず確認してください。

•ルータの内部電源装置の格納ラックは決して開かないでください。

•電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

•負傷しないように注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、負傷
者の状況を見極めてから救援を要請してください。

•負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施し
てください。

静電破壊の防止
静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
破壊は電子プリントサーキットカードの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠

的な障害をもたらします。モジュールの取り外し時および交換時には、必ず ESD保護手順に
従ってください。

•ルータのシャーシがアースに接続されていることを確認してください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。クリップをシャーシ
フレームの塗装されていない面に接続し、好ましくない ESD電圧を確実にアースに導き
ます。静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要

があります。
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•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

機器の安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵

抗値は 1～ 10 M Ω（メガオーム）でなければなりません。
注意

安全上の警告
ここでは、ルータの取り付けと使用における安全に関する重要な警告が記載されています。

安全性に関する警告の翻訳版は、ご使用のルータに付属している安全上の警告のドキュメント

に含まれており、Cisco.comで入手することができます。

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は次の定格を超えない

ようにします。

警告

クラス 1レーザー製品です。警告

この装置は、出入りが制限された場所に設置されることを想定しています。熟練者、教育を受

けた担当者、または資格保持者のみが立ち入り制限区域に入ることができます。

警告
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この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告

着脱可能な光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠に関
する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10および 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。

警告

この装置は、クラスＡ機器です。この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
VCCI-A

警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。警告

ブラジル規制情報

English Translation

This equipment is not entitled to the protection from harmful interference and may not cause interference
with duly authorized systems.

Portuguese Translation

Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência prejudicial e não pode causar interferência
em sistemas devidamente autorizados.
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設置環境の条件
ここでは、ルータの設置と操作を安全にするために設置場所が満たす必要がある要件について

説明します。設置前に、設置場所の準備が適切であることを確認します。既存の機器でシャッ

トダウンや異常に多いエラーが発生している場合、障害の原因を特定し、今後の問題を防ぐた

めにもこの項は役立ちます。

ポールトップの設置要件

ポールトップ設置手順（ルータの取り付け（31ページ）を参照）では、ルータの取り付けと
設置場所（通常は電柱の上部）に、基本的なルータ設置に使用できる次の接続が必要です。

• AC電源の接続（電源に関する注意事項と要件（29ページ）の説明を参照）

•イーサネット接続（イーサネット接続（30ページ）の説明を参照）

環境要件

ルータの設置場所は、適切な動作を確保するための重要な考慮事項となります。配置が近すぎ

る機器、不適切な通気、およびアクセスできないパネルによって、誤動作やシャットダウンが

生じ、メンテナンスが困難になる可能性があります。ルータの電源側とケーブル側の両方のパ

ネルへのアクセスを計画します。

現在、既存の機器のシャットダウンやエラーが極めて頻繁に発生している場合、障害の原因を

分離し、今後の問題を回避するためにこれらの注意事項と推奨事項が役に立つ可能性がありま

す。

•機器の破損を防ぐため、静電破壊の防止（24ページ）に記載されている静電放電の防止
手順に必ず従ってください。静電放電による損傷によって、即時または断続的な機器障害

が発生する可能性があります。

•空のすべてのモジュールスロットにブランクパネルが取り付けられ、すべてのポートが密
閉されていることを確認します。

•他の機器がルータに取り付けられているか、ルータに接続されている場合は、可能であれ
ばルータを単独で操作してみてください。他の機器（USBデバイスやサードパーティ製の
モジュールなど）の電源を切ることで、最大の冷却気とクリーンな電源でルータをテスト

できます。

FCC安全基準ステートメント
FCCのクラス A通知

シスコの許可なしに装置を改造した場合、装置がクラス Aのデジタル装置に対する FCC要件
に準拠しなくなることがあります。その場合、装置を使用するユーザの権利が FCC規制によ
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り制限されることがあり、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担

で矯正するように求められることがあります。

この機器は、FCC規定の Part 15に基づくクラス Aデジタルデバイスの制限に準拠しているこ
とがテストによって確認済みです。動作は次の 2つの条件を前提としています。

1. このデバイスによって、有害な干渉が発生することはない。

2. このデバイスは、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受
け入れなければならない。

FCCは、ET Docket 9608での決定により、FCC認証機器が放射する RF電磁エネルギーに人体
が晒される場合の安全規格を採択しています。承認済みのシスコ製アンテナを使用する場合、

シスコ製品は、OET 65 Subpart CおよびANSI C95.1、2019に明記されている非制御製品の環境
に対する制限事項を満たしています。この文書の指示に従ってこの無線装置を適切に操作する

と、ユーザーへの照射は FCC推奨限界値よりもかなり低く抑えられます。

このデバイスに使用されているアンテナは、次のデバイスと一緒に設置するか、次のデバイス

と組み合わせて使用することができます。

1. FCC ID：N7NEM7455の 2つ以上のモジュラ送信機。そのうちの 1つだけが他の送信機タ
イプと同時に送信できます。

2. FCC ID：N7NWP7610の 2つ以上のモジュラ送信機。そのうちの 1つのみが他のすべての
送信機タイプと同時に送信できます。

3. FCC ID：RI7LM960の 2つ以上のモジュラ送信機。そのうちの 1つだけが他のタイプの送
信機タイプと同時に送信できます。

4. FCC ID LDK-CGMOFDMの 2つ以上のモジュラ送信機タ。そのうちの 1つだけが他の送信
機タイプと同時に送信できます。

RF被曝コンプライアンスを確実にするために、設置者は、このマニュアルおよびアンテナ設
置マニュアルに記載されているアンテナ設置および送信機の動作条件を確認する必要がありま

す。

FCCクラス Aの警告

FCCクラス A準拠装置に関する記述を以下に示します。

この機器は、FCC規定の Part 15に基づくクラス Aデジタルデバイスの制限に準拠しているこ
とがテストによって確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉

を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、ま

たは放射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用

しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅地でこの装置

を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザー側の負担で干渉

防止措置を講じる必要があります。

FCC被曝に関する宣言

本機器は、制御されていない環境に対して規定された FCC被曝制限に準拠しています。本機
器は、放射物と人体の間を最低でも 20 cm離した状態で設置および使用してください。
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このデバイスには、イノベーション・科学経済開発省（カナダ）のライセンス免除 RSSに準
拠したライセンス免除トランスミッタ/レシーバが含まれています。動作は次の 2つの条件を
前提としています。

1. 1.本機器によって、有害な干渉が発生することはない。

2. 2.本機器は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受け入
れなければならない。

L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent appareil est conforme aux CNR
d’Innovation, Sciences et Développement économique Canada applicables aux appareils radio exempts
de licence. L’exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes :

1. 1. L’appareil ne doit pas produire de brouillage;

2. 2. L’appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible
d’en compromettre le fonctionnement.

ISED被曝に関する重要な宣言：

本機器は、制御されていない環境に対して規定された ISED RSS-102被曝制限に準拠していま
す。本機器は、放射物と人体の間を最低でも 30 cm離した状態で設置および使用してくださ
い。

Cet équipement est conforme aux limites d’exposition aux rayonnements ISED établies pour un
environnement non contrôlé. Cet équipement doit être installé et utilisé avec un minimum de 30cm de
distance entre la source de rayonnement et votre corps

Le module émetteur peut ne pas être coïmplanté avec un autre émetteur ou antenne.

CAN ICES-3 (A)/NMB-3(A)

米国/カナダで販売されている製品では、国コード選択機能が無効になっています。

電源に関する注意事項と要件
•設置場所の電源を調べ、スパイクやノイズのない電力が供給されていることを確認してく
ださい。

•必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

• AC入力電源装置に、公称 110 VAC、1.0 A rmsまたは 220 VAC公称 0.5 A rmsの出力ソー
ス機能があることを確認します。

ネットワーク接続の準備
ルータをセットアップするときは、距離の制限と、該当する地域および国際規定に定められて

いる電磁干渉（EMI）を考慮してください。
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ネットワーク接続の考慮事項は、いくつかの種類のネットワークインターフェイスに合わせて

用意されています。また、次の項で説明されています。

イーサネット接続

IEEEは、イーサネットを IEEE 802.3標準として規定しました。ルータは次のイーサネットの
実装をサポートします。

• 1000BASE-X：光ファイバケーブルを介した 1000 Mb/秒全二重伝送。

• 100BASE-X：光ファイバケーブルを介した 100 Mb/秒全二重伝送。

• 10/100/1000Base-T：10/100/1000 Mb/秒銅線ポート。
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第 4 章

ルータの取り付け

この章では、垂直支柱または街灯に IR8140Hルータを取り付けるために必要な安全情報、機
器、および手順について説明します。

次の内容について説明します。

•マウントキットの概要（31ページ）
•取り付けに関する一般的な安全情報（32ページ）
•マウントキットの内容（32ページ）
•用意する必要がある資材と工具（36ページ）
•取り付け手順（37ページ）
•接地手順（52ページ）

マウントキットの概要
支柱にルータを設置するには、この項で説明するキットの一部またはすべてが必要です。必要

なキットは、設置環境と要件によって決まります。

詳細については、マウントキットの内容（32ページ）を参照してください。

説明名前Cisco製品 ID（PID）

ルータの取り付けにシスコのマウントブラケット

が必要な場合は、このキットを使用します。この

キットはルータアクセサリキットに含まれており、

支柱キットとともに使用します。また、マウント

ブラケットをマウントプレートに取り付けるため

に必要なハードウェアが含まれています。

マウントブラケット

キット（34ペー
ジ）

—

このキットはすべての支柱または街灯への設置に

必要で、マウントプレートと、マウントプレート

を支柱に取り付けるために必要なハードウェアが

含まれています。このキットには、IR-PMK_BAND
のスチール製ストラップ 2本も含まれています。

支柱マウントキット

（32ページ）
IR-PMK1000
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説明名前Cisco製品 ID（PID）

このキットには、直径が 4.5インチ（11.4 cm）を
超える支柱にルータを取り付けるための 2本のス
チール製ストラップが含まれています。このキッ

トは支柱マウントキット（支柱マウントキット

（32ページ））と一緒に使用します。支柱にス
チール製ストラップを取り付けるには、BAND-IT
ツールが必要です。

バンドストラップ

キット（35ペー
ジ）

IR-PMK-BAND

このキットには、直径 4.5インチ（11.4 cm）を超
える支柱にルータを取り付けるために必要な

BAND-ITツールが含まれています。

ストラップツール

キット（36ペー
ジ）

AIR-BAND-INST-TL=

取り付けに関する一般的な安全情報
この項の、安全の注意事項に目を通してください。

ルータを正しく安全に取り付けるには、1人が必要です。

取り付け方法はすべて、いずれの場所においても、各管轄地域で許可された方法であることが

条件です。

（注）

取り付け面、取り付けねじ、およびオプションのウォールアンカーには、22.7 kg（50ポンド）
の静止耐荷重が必要です。

（注）

ルータを取り付ける担当者は、アースの方法を理解している必要があります。（注）

マウントキットの内容
この項では、ルータに使用可能な取り付けキットの内容と、各キットを使用するタイミングに

ついて説明します。

支柱マウントキット

支柱または街灯にマウントプレートを取り付けるには、シスコの支柱マウントキットを使用し

ます。キットは、次の条件を満たす支柱に対応します。
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•サイズ：直径約 5.08～ 40.64 cm（2〜 16インチ）の支柱

•材料：金属、木、またはガラス繊維の支柱

図 14 :支柱マウントキットの内容

説明数量名前アイテ

ム

支柱にマウントプレートを取り付けます。マ

ウントブラケットをマウントプレートに取り

付けます。

1マウントプレート1

クランプブラケットを使用して、直径4.5イン
チ（約11.43cm）までの支柱にマウントプレー
トを取り付けます。

2クランプブラケット2

付属ハードウェア
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説明数量名前アイテ

ム

支柱へのマウントプレートの取り付け（37
ページ）に記載されているように、付属の金

具を使用して支柱にマウントプレートを取り

付けます。

4平座金（3/8インチ）3

4ばね座金（3/8インチ）4

4ナット（3/8～ 16）5

4根角ボルト（3/8〜 16 X 7
インチ）

6

マウントブラケットキット

シスコのマウントブラケットが必要な場合は、マウントブラケットキットを使用します。マウ

ントブラケットをマウントプレートに取り付け、ルータをマウントブラケットに取り付けま

す。

また、シスコの支柱マウントキットと互換性のあるマウントブラケットも使用できます。互換

性のあるマウントブラケットについては、シスコ認定リセラーにお問い合わせください。「支

柱マウントキット（32ページ）」を参照してください。

図 15 :マウントブラケットキットの内容：必要な部品
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説明数量名前アイテ

ム

ルータをマウントプレートまたは壁面に取り

付けます。

1取り付けブラケット1

付属ハードウェア

上の図で指定したハードウェア（アイテム 2
〜5）を使用して、マウントブラケットをマウ
ントプレートに取り付け、ルータをマウント

ブラケットに取り付けます。ブラケット金具

の組み立て（43ページ）の説明に従って、平
座金、ばね座金、ボルトを組み立てます。

12平座金（M8）2

12ばね座金（M8）3

12ボルト（M8 X 1.25）4

支柱ブラケットを使用する場合は、ナットを

使用して支柱ブラケットにマウントブラケッ

トを合わせます。

1セレート付きフランジナッ

ト（M8 X 1.25）
5

バンドストラップキット

直径 11.4 cm（4.5インチ）を超える支柱にルータを取り付ける場合は、バンドストラップキッ
トのストラップを使用します。取り付けには、支柱マウントキットとストラップツールキット

も必要です。支柱マウントキット（32ページ）およびストラップツールキット（36ページ）
を参照してください。

図 16 :バンドストラップキットの内容

説明アイテム

スチールストラップ（2）1
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ストラップツールキット

ストラップツールキットのツールを使用して、バンドストラップキットに含まれているスチー

ル製のストラップを取り付けます。直径 4.5インチ（11.4 cm）を超える支柱にマウントプレー
トを取り付けるには、スチール製ストラップが必要です。「バンドストラップキット（35ペー
ジ）」を参照してください。

ストラップツールキットのツールは、BAND-ITによって製造およびサポートされています。（注）

図 17 :ストラップツールキットの内容

説明アイテム

ストラップツール1

ストラップツールの取扱説明書（非表示）2

用意する必要がある資材と工具
• 1/2インチ（13 mm）ソケットレンチ

• #2プラスドライバ
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取り付け手順
ここでは、サポートされている支柱タイプにルータを取り付けるために必要なすべての手順を

説明します。

支柱へのマウントプレートの取り付け

ここでは、支柱にマウントプレートを取り付けるための3種類の手順について説明します。設
置に使用する支柱タイプの手順に従ってください。

以降の項の手順では、次の表に示すマウントプレートの機能を参照してください。

図 18 :マウントプレートの詳細

数

量

説明アイテム

4根角ボルト穴1

8ブラケット取り付け穴2

2通し穴、3/4インチ3

2ポールクランプノッチ4

4スチールバンドストラップスロット5
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マウントプレートの取り付け：直径 11.4 cm（4.5インチ）までの支柱

必要な資材

•支柱マウントキット（32ページ）に示すマウントプレート、根角ボルト、およびクラン
プブラケット。

• 13 mmのメガネソケットレンチ

直径 11.4 cm（4.5インチ）までの垂直支柱にマウントプレートを取り付けるには、次の手順を
実行します。

手順

ステップ 1 支柱の取り付け位置を選択し、支柱に上下の支柱クランプブラケット（1）を配置します。

ステップ 2 クランプブラケットの穴をマウントプレートの上部の 2つの根角ボルト穴に合わせて、支柱の反対側にク
ランプブラケットの 1つを置きます。

ステップ 3 マウントプレートの上の2つの根角ボルト穴と、クランプブラケットの穴に、根角ボルト（5）を挿入しま
す。

ステップ 4 次の図に示すように、ボルトが支柱に隣接するように各ボルトをクランプに配置します。

ステップ 5 ブラケットハードウェアを各根角ボルトに配置するには、次の図を参照してください。

a) 平座金（2）とばね座金（3）を各根角ボルト（5）の背面に配置します。
b) 各根角ボルトに六角ナット（4）を取り付けます。ばね座金が平座金とナットの間にあることを確認し
ます。
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図 19 :根角ボルトハードウェアアセンブリの詳細

ステップ 6 六角ナットを手で締めます（締めすぎないでください）。

ステップ 7 ステップ 3〜ステップ 6を繰り返して、2つの下部根角ボルトと取り付けプレートの下部にある 2番目の
クランプブラケットを取り付けます。

ステップ 8 根角ボルトをさらに締める前に、必要に応じて支柱にマウントプレートとクランプブラケットの位置を調
整します。

ステップ 9 ソケットレンチを使用して 4本の根角ボルトを均等に締め、支柱へのマウントプレートの取り付けを完了
します。
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図 20 :クランプブラケットを使用して支柱に取り付けたマウントプレート

説明アイテム

ポールクランプノッチ1

根角ボルト（4）2

支柱クランプ（2）3

マウントプレートの取り付け：直径 11.4 cm（4.5インチ）を超える支柱

必要な資材

•支柱マウントキット（32ページ）に示したマウントプレートとスチール製ストラップ

•ストラップツールキット（36ページ）に示した BAND-ITツール

•トルクレンチ
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直径 11.4 cm（4.5インチ）を超える垂直支柱にマウントプレートを取り付けるには、次の手順
を実行します。

図 21 :直径 11.4 cm（4.5インチ）を超える支柱用のスチール製ストラップで支柱に取り付けられたマウントプレート

手順

ステップ 1 2本のスチール製ストラップをマウントプレートのバンドストラップスロットに通して、ストラップとマ
ウントプレートを組み立てます。

ステップ 2 支柱上の取り付け位置を選択します。

ステップ 3 必要に応じて支柱にマウントプレートを配置し、支柱の周りのストラップを締めます。

ステップ 4 BAND-ITストラップ工具を使用して、ツールの箱に同梱されている取扱説明書に従って、支柱の周りの金
属バンドを締めます。金属バンドはできる限り固く締めてください（約 7フィートポンド）

（注）

金属製ストラップを完全に締め付けると、金属製ストラップを切断または分解しない限り、マウントブラ

ケットを調整できなくなります。

マウントプレートの取り付け：木製支柱への取り付け（オプション）

設置に使用する支柱が木でできている場合は、必要に応じて、この項で説明する手順を使用し

てマウントプレートを取り付けることができます。これは、次の2つの取り付け方法の代替方
法であり、これらもルータを木柱に取り付ける際に使用できます。

•マウントプレートの取り付け：直径 11.4 cm（4.5インチ）までの支柱（38ページ）

•マウントプレートの取り付け：直径 11.4 cm（4.5インチ）を超える支柱（40ページ）
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必要な資材

•支柱マウントキット（32ページ）に記載されている取り付けプレート。

•用意する必要があるハードウェア：約 15.9 mm（5/8インチ）の根角ボルト（長さは設置
する支柱のサイズによって異なります）、標準的な平座金、外径の大きい特寸の平座金、

およびナット（2セット）

•用意する必要がある工具：ドリル、ドリルビット（5/8インチ（約 15.9 mm）スルーボル
ト用）、13 mmのボックスエンドソケットレンチ

支柱にルータを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 支柱上の選択した取り付け位置にマウントプレートを配置します。

ステップ 2 通し穴を通して、ドリルで穴を開ける場所を支柱上にマークし、マウントプレートを外します。

ステップ 3 ステップ 2でマークしたポイントで、支柱に完全に穴を開けます。

ステップ 4 開けた穴の上にマウントプレートを位置付けます。マウントプレートの通し穴とドリルで開けた穴の位置
を合わせます。

ステップ 5 マウントプレートの通し穴の 1つに標準的な平座金を配置し、平座金、通し穴、およびドリルで開けた穴
にボルトを通します。ボルトを支柱に完全に押し込みます。「図 18 :マウントプレートの詳細（37ペー
ジ）」を参照してください。

ステップ 6 支柱の反対側で次の手順を実行します。

a) ボルトの端に外径の大きい特寸の平座金を取り付け、次にナットを取り付けます。

b) ナットを手で締めます。

ステップ 7 2番目のボルトに対してステップ 5とステップ 6を繰り返します。

ステップ 8 ソケットレンチを使用して両方のボルトを均等に締めて、支柱にマウントプレートを取り付けます（次の
図を参照）。
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図 22 :ボルトを使用して支柱に取り付けたマウントプレート

説明アイテム

5/8インチ（約 15.9 mm）のスルーボルト（2）1

木製支柱2

マウントブラケットのマウントプレートへの取り付け

ここでは、マウントブラケットをマウントプレートに取り付ける方法について説明します。

ブラケット金具の組み立て

一部の手順では、ブラケットを取り付ける前にブラケット金具を組み立てる必要があります。

ブラケット金具セットは、ボルト X 1、平座金 X 1、ばね座金 X 1、ナット X 1で構成されま
す。

ブラケット金具セットを組み立てるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、ボルト（1）のばね座金（2）をスライドさせます。
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図 23 :ブラケット金具セットの組み立て

ステップ 2 ボルト（1）に通常の平座金（3）をスライドさせます。

上図に示すように、ばね座金が通常の平座金とボルトの間にあることを確認します。

この項の手順については、次の図に示すマウントプレートを参照してください。

図 24 :マウントブラケットの詳細

クイックハングノッチ2ピボット溝（4）1

オプションの壁面取り付け穴（4）4クイックハングスロット（2）3

（注）

マウントプレートは、支柱へのマウントプレートの取り付け（37ページ）の項の説明に従って取り付け
る必要があります。

マウントブラケットの取り付け

マウントブラケットをマウントプレートに取り付けるには、次の手順を実行します。
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図 25 :マウントプレートに取り付けられたマウントブラケット

必要な資材

•マウントブラケットキット（34ページ）に示したマウントブラケットと金具

• 13 mmのメガネソケットレンチ

手順

ステップ 1 ブラケット金具の組み立て（43ページ）に示すように、6セットのブラケット金具（平座金、ばね座金、
およびボルト）を組み立てます。

ステップ 2 ブラケットクイックハングノッチ（2）をマウントプレートのクイックハングスタッド（5）へ挿入し、マ
ウントブラケット（6）をマウントプレートに対して位置付けます。

ステップ 3 クイックマウントスタッド（4）にセレート付きフランジナットを取り付け、手で締めます（締めすぎない
でください）。

ステップ 4 ブラケットのピボット溝（7）をマウントプレートの 4つのブラケット取り付け穴（1）に合わせます。次
の注意事項に従ってください。

•ブラケットの 4つのピボット溝のそれぞれを、マウントプレートの少なくとも 1つのブラケット取り
付け穴に取り付ける必要があります。

•マウントプレートとルータの最終的な方向によって、どのブラケット取り付け穴を使用するかが決ま
ります。

•支柱へのマウントプレートの取り付け（37ページ）の説明に従ってルータを取り付けます。
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ステップ 5 1つのボルトアセンブリ（3）をブラケットのピボット溝（7）の 1つに通し、次にマウントプレートの対
応するブラケット取り付け穴に通します。

ステップ 6 残りのボルトアセンブリに対してステップ 5を繰り返します。

ステップ 7 ボルトをさらに締める前に、必要に応じてマウントブラケットのマウントプレート上の位置を調整します。

ステップ 8 ソケットレンチを使用して4本のボルトとセレート付きフランジナットを均等に締め、ブラケットのプレー
トへの固定を完了します。ボルトとナットを締めるときは、6〜7フィートポンドのトルクを使用します。

マウントブラケットへのルータの取り付け

ここでは、IR8140Hをマウントブラケットに取り付ける方法について説明します。

必要な資材：

• 13 mmのメガネソケットレンチ

•ブラケット金具（ばね座金、通常の平座金、およびボルト）X 2セットブラケットセット
のそれぞれを IR8140Hの両側に取り付けて支えるようにし、ブラケットをルータの両側に
固定できるようにします（図 23 :ブラケット金具セットの組み立て（44ページ）を参
照）。

手順

ステップ 1 IR8140Hルータの両側に 1セットずつブラケット金具を取り付けます。

ステップ 2 ルータをブラケットにスライドさせ、2つのクイックハングスロットに固定します（図 24 :マウントブラ
ケットの詳細（44ページ）を参照）。

ステップ 3 ソケットレンチを使用して 2セットのブラケット金具を均等に締め、ルータを取り付けブラケットに固定
します。
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図 26 :マウントブラケットに取り付けられた IR8140H

ステップ 4 これで、ルータを接地できます。ルータの接地（53ページ）を参照してください。

ルータへのセキュリティブラケットの取り付け

セキュリティブラケットは、ルータの CPU、UIM、および BBUを南京錠で固定するために使
用されます。（南京錠はシスコから提供されません）

セキュリティブラケットを取り付ける手順は、次のとおりです。

始める前に

ユニットのすべてのボルトとネジが締まっていることを確認します。すべてのモジュールス

ロットに、モジュールまたはカバーを取り付ける必要があります。プラスチック製の CPUコ
ンソールポートプラグがしっかりと取り付けられていることを確認します。このプラグは、ユ

ニットの右下にあり、一番下のモジュールの一番前の穴にねじ込む必要があります。

手順

ステップ 1 CPUセキュリティブラケット（2）をシャーシ底面のスロット（3）に掛けます。シャーシを正面から見る
と、スロットはシャーシの右下の正面にあります。CPUセキュリティブラケットのU字型フランジをシャー
シの内側からスロットに挿入し、U字型の開口部がシャーシの外側に出るようにします。CPUセキュリ
ティブラケットは、固定されずにスロットに掛けられる必要があります。次の図を参照してください。
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CPUコンソールポートプラグ1

CPUセキュリティブラケット2

CPUセキュリティブラケットを取り付けるためのシャーシ底面のスロット3

ステップ 2 長いフロント BBUセキュリティブラケット（1）を持って、シャーシの上部から取り付けます。上部の 2
つの穴に上部のネジを正しく取り付けるには、角度を付けます。これは、各上部モジュールの上部の 2つ
の内側のネジに対して合わせる必要があります。セキュリティブラケットは一方向にしか収まらないこと

に注意してください。対称ではありません。ブラケットの上部と下部があります。
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次の図は、上部の 2つのネジ（2）を示しており、セキュリティブラケットを合わせてはめ込みます。

ステップ 3 ブラケットを上部のネジに合わせたら、ブラケットをゆっくりと回転させてシャーシの前面に近づけます。
同時に、片手で下部の円形の CPUブラケットを持ち上げて、CPUブラケットのスロットが BBUブラケッ
トの右下のフランジと一直線になるようにし、カチッと音がして所定の位置に合うようにします。これに
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より、CPUブラケットを安全に取り付けることができます。CPUブラケットのフランジは、フロントBBU
セキュリティブラケットのフランジの上に収まる必要があります。

連結している BBUセキュリティブラケットと CPUセキュリティブラケット。1

次の図は、取り付けられたBBUセキュリティブラケットとCPUセキュリティブラケットを示しています。
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ステップ 4 ブラケットに付属のM6サイズのボルト（1）を使用して、シャーシの前面 BBUカバーの中央にある穴を
通して、ブラケットをシャーシの前面の所定の位置に固定します。15～ 20インチポンドまでトルクをか
けます。

ステップ 5 BBUブラケットとユニットを南京錠で前面スロットの南京錠タブに固定します（1）。
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接地手順
すべての設置において、ルータを取り付けた後、ルータをネットワークと電源を接続する前

に、この項の手順に従って装置を適切に接地させる必要があります。

この装置は、接地させる必要があります。感電のリスクを軽減するため、絶対にアース導体を

破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させたりしないでくださ

い。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。

警告

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告
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接地ハードウェア

ルータには、次の図に示すアースキットが付属しています。

図 27 :ルータのアースキットの内容

数

量

説明アイテム

1アースラグ1

2ネジ2

用意する必要がある資材

用意する必要がある資材と工具（36ページ）に記載されている工具を使用する必要がありま
す。

ルータの接地

図 26 :マウントブラケットに取り付けられた IR8140H（47ページ）に示すように、IR8140H
がマウントブラケットに取り付けられているときに、次の手順を実行できます。

ルータを接地する手順

手順

ステップ 1 適切な圧着工具またはプライヤを使用して、6ゲージのアース線（アースキットには含まれない）をアー
スラグにしっかりと接続します。

ステップ 2 付属のアースネジを使用して、図28 :アースラグコネクタ（シャーシアース接続ポイント）（54ページ）
に示すルータシャーシのアース接続ポイントにアースラグを接続します。

（注）

アースネジを 20～ 24インチポンドのトルクで締めます。締めすぎないようにしてください。

ステップ 3 必要に応じて、アース線のもう一方の端の絶縁被覆を取り除いて、接地ロッドなどの信頼できる接地点ま
たは接地された柱の適切な接地点に接続します。
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図 28 :アースラグコネクタ（シャーシアース接続ポイント）

説明アイテム番号

アースラグおよびネジ（2個）および 6ゲージのアース線1
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第 5 章

ユニバーサルインターフェイスモジュー

ルの取り付け

ここでは、Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータが、ルータからメーターやインテリジェン
ト電子装置（IED）などのフィールドデバイス、およびルータから中央ユーティリティステー
ションやデータ管理センターへのネイバーフッドエリアネットワーク（NAN）接続を可能に
する、最大 3つのユニバーサルインターフェイスモジュール（UIM）をサポートする方法につ
いて説明します。

次の内容について説明します。

•モジュールの取り付けまたは交換（55ページ）
•ルータへのモジュールの取り付け（55ページ）

モジュールの取り付けまたは交換
ルータは、最大 3つの UIMをサポートします。構成によっては、必要なモジュールがすべて
取り付けられた状態でルータが出荷用コンテナに格納され納品されます。ただし、次の場合は

モジュールの取り付けが必要になります。

•現在の設置へのモジュールの追加

•故障したモジュールの交換

ルータへのモジュールの取り付け
この項では、モジュールをルータに取り付ける一般的な方法について説明します。

モジュールの取り付け準備

モジュールをルータに取り付ける前に、次の注意事項が守られていることを確認してくださ

い。
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•ルータの周囲に適切なエアーフローがあることを確認します。「設置の安全性と設置場所
の準備（23ページ）」を参照してください。

•ルータの電源がオフになっていることを確認します。

•閉じたアセンブリ（ルータ内部など）にモジュールを取り付けると、その周囲の温度が通
常の室温より高くなることがあります。

•設置環境の湿度は 95％（結露しないこと）を超えないようにしてください。

•設置場所の標高が 10,000フィートを（3,049 m）超えないこと。

設置に関する警告事項

ここでは、設置に関する警告事項について説明します。警告の各国語版は、Cisco.comで提供
されている Cisco Catalyst産業用ルータ 8140 Heavy Dutyシリーズルータ向けの法規制順守およ
び安全性情報の資料に記載されています。

•法規制の遵守および安全に関する情報 [英語]：

https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/IIOT/compliance/routers/rcsi-0249-book.pdf

エアーフローが妨げられないように、ルータの周囲に垂直方向に約 152 mm（6インチ）、上
下に約 304 mm（12インチ）の空間を確保してください。

警告

モジュールの取り付けおよび取り外し

ここでは、一般的なモジュールの取り付け手順（オフラインの場合）と、その他の資料につい

て説明します。

用意する必要がある工具と資材

モジュールの取り付けおよび取り外しを行うには、次の工具を用意する必要があります。

• 10 mmソケットドライバ

サポートされているモジュール

次の表に、IR8140Hでサポートされる UIMを示します。各モジュールでサポートされるアン
テナについては、アンテナの選択と設置（67ページ）を参照してください。
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表 8 :サポートされる UIM

説明モジュール PIDモジュー

ルのタイ

プ

北米向けマルチキャリアバンド14 CAT4 LTE
モジュール

IRMH-LTE-MNAセルラー

モジュー

ル

（LTE/5G） 900MHz WPAN共存フィルタを備えた北米
向けマルチキャリアバンド 14 CAT4 LTEモ
ジュール

IRMH-LTE-MNA-900

ヨーロッパおよび北米向け CAT6 LTE
Advancedモジュール

IRMH-LTEA-EA

900MHz WPAN共存フィルタを備えた欧州
および北米向け CAT6 LTE Advancedモ
ジュール

IRMH-LTEA-EA-900

APAC、LATAM、ANZ向け CAT6 LTE
Advancedモジュール

IRMH-LTEA-LA

すべてのグローバルリージョン向け CAT18
LTE Advanced PROモジュール

IRMH-LTEAP18-GL

すべてのグローバルリージョン向けの5Gサ
ブ 6 GHzユニバーサルインターフェイスモ
ジュール。

IRMH-5GS6-GLは、P-5GS6-GL PIMと同じ
バンドと周波数をサポートします。詳細に

ついては、次の文書を参照してください。

• CiscoワイヤレスWANルータおよびモ
ジュールデータシート

• 5G Sub-6 GHzプラガブルインターフェ
イスモジュール

IRMH-5GS6-GL

北米向け IEEE
802.15.4e/g
900MHz WPAN
モジュール

IRMH-WPAN-NAWPANモジュール

ブラジル向け
IEEE
802.15.4e/g
900MHz WPAN
モジュール

IRMH-WPAN-BRZ
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モジュールの取り付け場所

すべてのモジュールタイプをサポートし、ケーブルを取り回しやすくするために、設置場所に

関する次のガイドラインに従うことを推奨します。

•表 9 : IR8140Hルータの UIMの位置（58ページ）と図 29 :モジュールスロット ID（59
ページ）に、UIMとモジュールスロットの互換性を示します。

•モジュールアンテナの取り付け手順をIR8140Hへのアンテナの取り付け（69ページ）に
示します。

•図 30 :スロット 1のアンテナポート（60ページ）および図 31 :スロット 2およびスロッ
ト 3のアンテナポート（60ページ）にアンテナポートの位置を示します。

表 9 : IR8140Hルータの UIMの位置

UIMタイプ取り付けスロット

WPANモジュールスロット 1

WPANモジュールまたはセルラーモジュール
（4G/5G）

（注）

スロット 2または 3へのWPANモジュールの
取り付けに関する制限とガイダンスについて

は、推奨するモジュールの取り付けシナリオ

とアンテナ選択（61ページ）を参照してく
ださい。

スロット 2または 3

（注）

スロット 2または 3へのWPANモジュールの
取り付けは、Cisco IOS XEリリース 17.7.1か
らサポートされています。

次の図は、ルータシャーシのスロット識別子を示しています。
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図 29 :モジュールスロット ID

スロット ID 2（UIMスロット）2スロット ID 0（CPU/スーパーバイ
ザモジュールスロット）

0

スロット ID 3（UIMスロット）3スロット ID 1（UIMスロット）1

次の図は、スロット 1のアンテナポートを示しています。

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
59

ユニバーサルインターフェイスモジュールの取り付け

モジュールの取り付け場所



図 30 :スロット 1のアンテナポート

アンテナポート 1 -B2アンテナポート 1 -F1

次の図は、スロット 2とスロット 3のアンテナポートを示しています。

図 31 :スロット 2およびスロット 3のアンテナポート

アンテナポート 3 -B3アンテナポート 2 -B1

アンテナポート 3 -F4アンテナポート 2 -F2
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推奨するモジュールの取り付けシナリオとアンテナ選択

次のセクションでは、WPANおよび LTEモジュールの推奨されるモジュールインストールシ
ナリオに関する手順と、アンテナの選択に関するガイダンスを示します。

シングルWPANおよびシングル LTE

WPANモジュールとLTEモジュールを1つずつ使用した展開では、次の展開シナリオがサポー
トされています。

• Anterix + WPAN：WPANモジュールと IRMH-LTEA-EA-900モジュールを搭載した IR8140
で、Anterix Band 8cおよびパブリック LTEバンドをサポートします。

• CBRS + WPAN：WPANモジュールと IRMH-LTEA18-GLまたは IRMH-5GS6-GLモジュー
ルを搭載した IR8140で、CBRSバンド 48およびパブリック LTEバンドをサポートしま
す。

推奨される取り付けとアンテナの選択：

• Anterix + WPAN：スロット 1にWPANモジュールを取り付け、スロット 3に
IRMH-LTEA-EA-900モジュールを取り付けます。ANT-5G-MP-OUT-Nアンテナを両方の
モジュールに直接取り付けます。

• CBRS + WPAN：WPANモジュールをスロット 1に取り付け、IRMH-LTEA18-GLまたは
IRMH-5GS6-GLモジュールをスロット3に取り付けます。ANT-5G-MP-OUT-Nアンテナを
WPANに直接取り付けます。これらのモジュールには 900 MHzの共存フィルタがないた
め、5～ 10フィートのケーブルを使用して RFを分離し、LTEモジュールに
ANT-5G-OMNI-OUT-Nアンテナを接続します。

アンテナは、相対的な垂直間隔を最大にする必要があります。（注）

次の設置場所とアンテナポートをお勧めします。

• WPANモジュール：スロット 1、アンテナポート 1-F

• LTEモジュール：スロット 3、アンテナポート 3-F:メイン LTE、アンテナポート 3-B: Div
LTE

単一のWPAN展開の場合、アンテナが意図したよりも近くにあるという不利な位置が作成さ
れる可能性があるため、複数要素の展開はお勧めしません。

（注）

シングルWPANおよびデュアル LTE

1つのWPANモジュールと2つのLTEモジュールを使用する展開の場合は、IRMH-LTEA-EA-900
または IRMH-LTE-MNA-900（900MHz WPAN共存フィルタ）を LTEモジュールとして選択す
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る必要があります。WPANモジュールをスロット 1に取り付け、LTEモジュールをスロット
2とスロット 3に取り付けます。

次の設置場所とアンテナポートをお勧めします。

• WPANモジュール：スロット 1、アンテナポート 1-F

• LTEモジュール 1：スロット 2、アンテナポート 2-F:メイン LTE、アンテナポート 2-B:
Div LTE

分離を強化し、WPANおよび LTEの性能を向上させるには、ス
ロット 2の LTEモジュールに ANT-5G-OMNI-OUT-Nアンテナと
10フィートケーブルを使用することをお勧めします。

（注）

• LTEモジュール 2：スロット 3、アンテナポート 3-F：メイン LTE、アンテナポート 3-B：
Div LTE

デュアルWPANおよびシングル LTE

2つのWPANモジュールと1つのLTEモジュールを使用する展開の場合は、IRMH-LTEA-EA-900
または IRMH-LTE-MNA-900（900MHz WPAN共存フィルタ）を LTEモジュールとして選択す
る必要があります。

次の設置場所とアンテナポートをお勧めします。

• WPANモジュール 1：スロット 1、アンテナポート 1-F

• WPANモジュール 2：スロット 2、アンテナポート 2-F、ANT-5G-OMNI-OUT-Nアンテナ
付きの延長ケーブルを使用

• LTEモジュール：スロット 3、アンテナポート 3-F:メイン LTE、アンテナポート 3-B: Div
LTE

デュアルWPANのみ（LTEモジュールなし）

2つのWPANモジュールを使用する展開では、アンテナポート 1-Fを使用してスロット 1に 1
つのWPANモジュールを取り付けることをお勧めします。 2番目のWPANモジュールをス
ロット 2（アンテナポート 2-Fを使用）またはスロット 3（アンテナポート 3-Fを使用）に取
り付け、10フィートケーブルと ANT-5G-OMNI-OUT-Nアンテナを使用します。

アンテナは、相対的な垂直間隔を最大にする必要があります。（注）
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ルータへのモジュールの取り付け

これは、ルータのシャーシにモジュールを取り付けるための一般的な取り付け手順です。モ

ジュール固有のハードウェアの設置およびソフトウェアの設定手順については、対応するモ

ジュールの設置および設定ガイドを参照してください。

（注）

ルータの使用可能なスロットにモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けられているバッテリバックアップユニットを無効にし、AC電源からルータを切断します。

ステップ 2 該当するスロットにブランクまたはモジュールがある場合は、ルータからのモジュールまたはブランクの
取り外し（65ページ）の指示に従ってください。

ステップ 3 ガスケットが溝に完全に収まり、ガスケット表面から全ての汚れが除去されていることを確認します。

シャーシガイドスロット3UIMインターフェイスコネクタ1

ガスケット4ガイドピン2

ステップ 4 モジュール方向指示をシャーシの前面に合わせます。キャリアエッジをシャーシガイドに合わせ、モジュー
ルをスロットに完全に挿入します。
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ガスケット2M6ボルト1

モジュール方向指示4モジュール3

キャリアエッジをシャーシガイドに合わせる5

ステップ 5 次の図に示すように、10 mmソケットドライバを使用し、4本のボルトを順番に 15〜 20インチポンドで
締めます。次に、順番に 30～ 35インチポンドのトルクで締め、最後まで締めます。

ステップ 6 必要に応じて、UIMの Nコネクタに RFケーブルまたはアンテナを接続します。
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ステップ 7 ルータを AC電源とネットワークに接続します。

ステップ 8 『Cisco Catalyst IR8140 Heavy Duty Series Router Software Configuration Guide』（英語）の説明に従って、コ
マンドを使用してバッテリバックアップユニット（BBU）を再度有効にします。

ルータからのモジュールまたはブランクの取り外し

ルータからのモジュールまたはブランクの取り外し

手順

ステップ 1 取り付けられているバッテリバックアップユニットを無効にし、AC電源からルータを切断します。

ステップ 2 UIMに接続されているケーブルをすべて取り外します。

ステップ 3 UIMまたはUIMブランクの 4本のM6ボルトを 10 mmソケットドライバを使用して完全に緩めます。（前
面プレートのボルトは取り外さないでください。）

ガスケット2M6ボルト1

モジュール方向指示3

ステップ 4 両手を使って、モジュールまたはブランクをルータからゆっくりと引き出します。

ステップ 5 ガスケットが溝に完全に収まり、ガスケット表面から全ての汚れが除去されていることを確認します。

ステップ 6 スロットを開いたまま無人の状態にしないでください。ルータへのモジュールの取り付け（63ページ）
の指示に従って、新しいモジュールまたはブランクを取り付けます。
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ステップ 7 ルータを AC電源とネットワークに接続します。

ステップ 8 『Cisco Catalyst IR8140 Heavy Duty Series Router Software Configuration Guide』（英語）の説明に従って、コ
マンドを使用して BBUを再度有効にします。
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第 6 章

アンテナの選択と設置

次の内容について説明します。

•アンテナの概要（67ページ）
•アンテナ設置のベストプラクティス（67ページ）
• IR8140Hへのアンテナの取り付け（69ページ）
• IR8140Hでサポートされるアンテナ（71ページ）
• IR8140Hでサポートされるアンテナケーブルおよび避雷器（74ページ）

アンテナの概要

垂直柱または街灯に Cisco Catalyst IR8140 Heavyシリーズルータを設置する前に、UIMにアン
テナを設置します。ルータを設置した後では、アンテナを取り付けるのは困難です。

（注）

次のセクションでは、IR8140Hルータのアンテナの選択について説明します。

IRMH-LTEまたは IRMH-LTEAセルラーモジュールには、各 UIMに 2つの RF Nタイプ（f）
コネクタ、MainおよびDiv（ダイバーシティ）があり、LTEモデムへの接続に使用されます。
ダイバーシティポートは予備コネクタとも呼ばれます。

IRMH-LTEAP18-GLモジュールには、4つの RF Nタイプ（f）コネクタがあります。それらの
モデムへの接続に使用されるメインとダイバーシティの 2つのコネクタのペアがあります。

IRMH-5GS6-GLモジュールには、4つの RF Nタイプ（f）コネクタがあります。4つのポート
すべてが 3G/4G LTEおよび 5G FR1をサポートします。

アンテナ設置のベストプラクティス
4G/5Gルータとセルラーモジュールの場合、セルラーリンクの全体的な性能を決定する上でア
ンテナの最適な設置場所が重要な役割を果たします。最も遠いカバレッジポイントに配置され

ているルータで使用可能な帯域幅は、障害物から離れた、セルラータワーからの視界を妨げら
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れない、セルラー基地局タワーの近くにあるルータと比較して、10～ 50%になる場合があり
ます。

アンテナは電波によって無線信号を送受信するため、信号の伝搬とアンテナの性能は、物理的

な障害物を含む周囲の環境の悪影響を受ける可能性があります。無線周波数（RF）干渉は、相
互に近接しているワイヤレスシステムの間でも発生することがあります（特に両システムのア

ンテナが同様に近接している場合）。ケーブルクラッターなど、電波干渉の原因になるものと

アンテナが近接している場合にも、干渉が発生する可能性があります。

最高の性能を得るため、次のガイドラインに従ってください。

•電源ケーブルと信号ケーブルのクラッターからアンテナを離します。ケーブル内の金属芯
は、ベースステーションのアンテナの視野をブロックする場合があります。さらに、非

シールドケーブル（および一部のシールドケーブル）は、RF信号の受信に干渉する信号
を放射する場合があります。

•偏波が一致するように、IR8140H用のセルラーアンテナすべての方向を垂直にすることを
お勧めします。信号の偏波は障害物から反射されて変化する場合がありますが、アンテナ

の視野が妨げられていない場合は、垂直偏波が最適です。

• WPANモジュールとLTEモジュールの両方を使用する展開の場合は、IRMH-LTEA-EA-900
または IRMH-LTE-MNA-900（900-MHz WPAN共存フィルタ）を LTEモジュールとして選
択し、推奨するアンテナとケーブルを使用する必要があります。詳細については、モジュー

ルの取り付け場所（58ページ）を参照してください。

分離を強化し、WPAN/LTEの性能を向上させるために、3 m（10フィート）ケーブルと
ANT-5G-OMNI-OUT-Nまたは使用可能なマルチエレメントアンテナソリューション
（ANT-4-5G4-Oなど）を選択できます。

アンテナは、相対的な垂直間隔を最大にする必要があります。（注）

• MIMOの性能を最適化するため、セルラーの主アンテナと予備アンテナを少なくとも 17
インチ（43 cm）離してください。最小 LTE周波数である 700 MHzの場合、17インチは
1波長に相当します。半（0.5）波長、つまり8.5インチ（22.5 cm）間隔を空けると、MIMO
性能が良好になります。

•主 LTEアンテナと予備 LTEアンテナの間隔が 8.5インチ未満の場合、MIMOの性能が大
幅に低下する可能性があります。

•アンテナが相互に接近しすぎると（3インチなど）、アンテナ結合が増加し、アンテナの
性能が当初設計されたレベルから大幅に低下します。

•可能であれば、IR8140Hルータを、セルラーベースステーションまたはタワーが視界に入
る物理的な障害物のない場所に、UIMとアンテナとともに設置します。ルータとローカル
ベースステーション間の見通し線上の障壁によって、ワイヤレス無線信号の質が低下しま

す。ほとんどの障害物は床の高さに近い位置にあることが多いため、オフィス環境では、

IR8140H、UIMおよびアンテナを床の高さよりも上に設置するか、天井の近くに設置する
と、性能が向上します。
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•建物の建設で使用される資材の密度に応じて、信号が十分なカバレッジを保ちつつ透過で
きる壁の数が変化します。アンテナの設置場所を選択する前に、次の点を考慮してくださ

い。

•紙製およびビニール製の壁は、信号の透過にほぼ影響を与えません。

•空洞のないプレキャストコンクリート製の壁の場合、カバレッジを低下させずに信号
が透過できる壁の枚数は、1～ 2枚です。

•コンクリート製およびウッドブロック製の壁の場合、信号が透過できる壁の枚数は、
3～ 4枚です。

•乾式壁の場合、信号が透過できる壁の枚数は、5～ 6枚です。

•厚い金属製の壁または金網を使用した化粧しっくいの壁の場合、信号が反射し、透過
性が低下します。

•影になる領域が生じてカバー域が低減してしまうため、柱や垂直の支持物のすぐ横にアン
テナを設置しないようにしてください。

•ヒーターやエアコン用ダクトなどの反射しやすい金属製の物体、大型の天井トラス、建物
の上部構造、主要な電力ケーブル配線の近くにアンテナを配置しないでください。必要に

応じて延長ケーブルを使用してこのような物体から離れた位置にアンテナを移動します。

特記事項：

この無線送信機 [IC : 2461N-CGMOFDM]は、以下に示すアンテナタイプを使用した運用が、イ
ノベーション・科学経済開発省（カナダ）によって承認されており、最大許容利得が示されて

います。このリストに含まれてなく、リストにあるすべてのタイプの最大利得を超える利得を

持つアンテナタイプは、このデバイスとともに使用することは固く禁止されています。

Le présent émetteur radio [IC: 2461N-CGMOFDM] a été approuvé par Innovation, Sciences et
Développemen économique Canada pour fonctionner avec les types d'antenne énumérés ci-dessous et
ayant un gain admissible maximal. Les types d'antenne non inclus dans cette liste, et dont le gain est
supérieur au gain maximal indiqué pour tout type figurant sur la liste, sont strictement interdits pour
l'exploitation de l'émetteur.

IR8140Hへのアンテナの取り付け
このセクションは、アンテナ ANT-5G-MP-OUT-Nを IR8140Hルータに取り付ける方法を示し
ています。

アンテナの取り付けに必要な推奨工具：

• 4～ 4.5フィートポンド（5.4～ 6.1 Nm）の範囲を設定できるトルクレンチ。

オフセットソケットやストラップレンチを使用する場合は、レバーアームが大きくなるた

め、トルクレンチ設定を調整する必要があります。トルクレンチ設定は必要な設定より小

さくなります。
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図 32 :トルクレンチ

•タイトクリアランスオフセットソケット。多くの場合、エクステンションと併用します。
これらのソケットは、通常のソケットでは届かない障害物のある領域の止め金具や取り付

け金具を回転させます。

図 33 :タイトクリアランスオフセットソケット

• 3/8インチ四角ドライブストラップレンチ。アンテナまたはトルクレンチのオフセットソ
ケットに使用できます。

必要なサイズは 1 3/8インチで、トルクレンチに追加する必要があります。これらのレン
チを四角ドライブラチェットレンチと組み合わせることにより、同じサイズの標準的なス

トラップレンチで実現できるよりも大きなてこ力とトルクを生み出します。次の図は、3/8
インチの四角ドライブストラップレンチを示しています。

図 34 : 3/8インチの四角ドライブストラップレンチ

アンテナをルータに取り付ける前に、次の図の（1）のラベルが付いた黒いガスケットをアン
テナに取り付けてください。4〜4.5フィートポンドのトルクを使用して、アンテナを IR8140H
に取り付けます。
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図 35 :アンテナへのガスケットの取り付け

ガスケット1

IR8140Hでサポートされるアンテナ
サポートされているアンテナについては、次の表を参照してください。

ユニバーサルインターフェイスモジュールでサポートされるアンテ

ナ

各 UIMでサポートされるアンテナについては、次の表を参照してください。

表 10 :ユニバーサルインターフェイスモジュールでサポートされるアンテナ

アンテナ選択シングルポート
PID

モジュール PIDUIM

LTE（4G/5G）アンテナ X 2

• ANT-5G-OMNI-OUT-N2

• ANT-4G-OMNI-OUT-N

• ANT-5G-MP-OUT-N

IRMH-LTE-MNA

IRMH-LTE-MNA-9001
LTE Advanced（3GPPカテゴリ
4）

LTE（4G/5G）アンテナ X 2

• ANT-5G-OMNI-OUT-N2

• ANT-4G-OMNI-OUT-N

• ANT-5G-MP-OUT-N

IRMH-LTEA-EA

IRMH-LTEA-EA-9001

IRMH-LTEA-LA

LTE Advanced（3GPPカテゴリ
6）
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アンテナ選択シングルポート
PID

モジュール PIDUIM

4 x LTE（4G/5G）アンテナ：3

• ANT-5G-OMNI-OUT-N

• ANT-5G-MP-OUT-N

または

1x 4-in-1マルチエレメントア
ンテナ：ANT-4-5G4-O

IRMH-LTEAP18-GLLTE CAT18

LTE（4G/5G）アンテナ X 43

• ANT-5G-OMNI-OUT-N

• ANT-5G-MP-OUT-N

または

1x 4-in-1マルチエレメントア
ンテナ：ANT-4-5G4-O

IRMH-5GS6-GL4G LTE/5G FR1

1 IRMH-LTE-MNA-900および IRMH-LTEA-EA-900モジュールは、WPANおよび LTEを使
用する場合にのみ展開されます。

2 ANT-5G-OMNI-OUT-Nには延長ケーブルが必要です。
3
適切な空間分離とMIMO動作を維持するために、アンテナタイプをそれぞれ 2つ使用し
ます。

WPANモジュールでサポートされるアンテナ
表 11 : WPANモジュールでサポートされるアンテナ

アンテナ選択シングルポートPIDモジュール PIDWPANモジュール

ANT-5G-OMNI-OUT-N4

ANT-WPAN-OD-OUT-N5

ANT-5G-MP-OUT-N

ANT-LPWA-DB-ON-56

IRMH-WPAN-NA

IRMH-WPAN-BRZ
IEEE 802.15.4g WPAN（OFDM/FSK）

4 ANT-5G-OMNI-OUT-Nには延長ケーブルが必要です。
5 WPANオーストラリアおよびニュージーランドで使用
6 ANT-LPWA-DB-ON-5には延長ケーブルが必要です。
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屋外アンテナ

アンテナ仕様PIDアンテナ

アンテナのタイプ：ダイポール

周波数帯域：

617〜 960 MHz

1448～ 1511 MHz

1695～ 2690 MHz

3300〜 4200 MHz

5150～ 7125 MHz

コネクタ：N型（メス）

ANT-5G-OMNI-OUT-Nマストマウント/屋外

4G/5G-FR1

アンテナタイプ：モノポール

周波数帯域：

617〜 960 MHz

1710〜 5925 MHz

コネクタ：N型（オス）

ANT-5G-MP-OUT-N多目的/屋外

4G/5G-FR1

アンテナのタイプ：ダイポール

周波数帯域：

863～ 928 MHz

コネクタ：N型（オス）

ANT-WPAN-OD-OUT-Nマストマウント/屋外

アンテナのタイプ：ダイポール

周波数帯域：

863～ 928 MHz

コネクタ：N型（メス）

ANT-LPWA-DB-O-N-5屋外/垂直

アンテナタイプ：マルチエレメント

周波数帯域：

617〜 960 MHz

1710〜 5925 MHz

コネクタ：4xN型（オス）、304.8 cm（10
フィート）低損失ケーブル付き

ANT-4-5G4-O4-in-1（LTE）

屋外/垂直
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IR8140Hでサポートされるアンテナケーブルおよび避雷器
延長ケーブルを必要とするアンテナで使用する N〜 N（m）RFケーブルを次の表から選択で
きます。サポートされるケーブルの詳細は、『Cisco Industrial Routers and Industrial Wireless
Access Points Antenna Guide』（英語）を参照してください。

表 12 : IR8140Hでサポートされるアンテナケーブル

RF損失ケーブルの説明延長ケーブル PIDアンテナ PID

0.7 GHzで 0.2 dB

1.0 GHzで 0.3 dB

1.7 GHzで 0.4 dB

2.4 GHzで 0.5 dB

5.8 GHzで 0.8 dB

N（m）-STR～ N
（m）-STR

LMR-400、5フィート
RFケーブル

タイプ：屋外 DB（直
接埋設）

CAB-L400-5-N-NSANT-5G-OMNI-OUT-N

ANT-LPWA-DB-O-N-5

0.7 GHzで 0.4 dB

1.0 GHzで 0.5 dB

1.7 GHzで 0.7 dB

2.4 GHzで 0.9 dB

5.8 GHzで 1.5 dB

N（m）-STR～ N
（m）-RA

LMR-400、10フィート
RFケーブル

タイプ：屋外 DB（直
接埋設）

AIR-CAB010LL-N

0.7 GHzで 0.8 dB

1.0 GHzで 1.0 dB

1.7 GHzで 1.3 dB

2.4 GHzで 1.6 dB

5.8 GHzで 2.5 dB

N（m）-STR～ N
（m）-RA

LMR-400、20フィート
RFケーブル

タイプ：屋外 DB（直
接埋設）

CAB-L400-20-N-N

次の表に、IR8140Hでサポートされている避雷器を示します。

表 13 : IR8140Hでサポートされる避雷器

避雷器のタイプと周波数範囲

（MHz）
コネクタタイプ避雷器 PID

DC〜 6000 MHz

GDTタイプ

N（m）-STR～ N（f）-STRIOT-LA-NM-NF
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第 7 章

ルータの接続

ここでは、Cisco Catalyst産業用ルータ 8140 Heavy Dutyルータの設置手順について説明します。
実行する手順は、ネットワーク環境と具体的な要件によって異なります。

次の内容について説明します。

•設置前に（75ページ）
• AC電源への接続（76ページ）
•リセットボタン（79ページ）
•システム（SYS）LEDの確認（80ページ）
•その他のルータ接続（80ページ）
•コンソールポートの接続（84ページ）
• SFPポートの接続（85ページ）
•イーサネットポートの接続（90ページ）
•アラームポートの接続（93ページ）
•モジュールとアンテナの取り付け（94ページ）

設置前に
設置手順を開始する前に、「安全上の警告」セクションおよび設置の安全性と設置場所の準備

（23ページ）をお読みください。

設置場所の準備

これらの手順は、設置の安全性と設置場所の準備（23ページ）の情報に従って設置場所が準
備されていることを前提としています。

静電破壊の防止

これらの多くは静電放電（ESD）によって破損しやすいコンポーネントです。静電破壊は、電
子カードまたはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害

を引き起こす可能性があります。
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静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•常に静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用してください。

•ストラップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続してください。

•取り外したメモリは、静電気防止用シートに置くか、静電気防止用袋に収めます。カード
を返却する場合には、ただちに静電気防止用袋に入れてください。

•カードと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電気か
らカードを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがあります。

•装着が完了するまでリストストラップは外さないでください。

注意

ケーブル接続に関する注意事項

ルータでケーブルを使用する場合は、次の注意事項に従ってください。

•ルータのコネクタに負担がかからないように、ケーブルを配線します。

•必要に応じてケーブルを束ねて、絡まないようにします。

•ケーブルを調べて、適切な配線と曲げ半径を確保します。

•設置環境の条件に従ってケーブルタイを取り付けます。

AC電源への接続
ルータを AC電源に接続する場合は、次の条件を満たしている必要があります。

•ルータに問題を発生させることなく、簡単にAC電源を切り離すことができること。装置
の AC電源コネクターを取り外す方法で電源を切り離さないでください。電源回路で AC
電源を無効にする方法で電源を切り離してください。

電源コードを接続または遮断する前に、適切な遮断装置を使用し

て電源コードから AC電源を切り離してください。
注意

•すべての AC電源プラグおよび ACレセプタクルが、水およびその他の屋外要素から保護
されていること。National Electric Code（NEC）のArticle 406に記述されているように、装
置に電力を供給する ACレセプタクルおよび AC電源プラグの保護に適した UL認定の防
水筐体を使用できます。
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•装置を屋外または水に濡れたり湿度の多い場所に設置する場合は、装置に電力を供給する
AC分岐回路に、NEC Article 210の要求に従った漏電遮断器（GFCI）を備える必要があり
ます。

•電源コードを金属製のカバーに通す場合は、ブッシングを取り付けてコードのほころびを
防止してください。ストレインレリーフブッシングを使用する場合は、次の推奨事項に

従う必要があります。

•適切なサイズの部品を使用する

•安全性が認められたブッシングを使用する

•屋外での取り付けに適した部品を使用する

•ユーザーが用意する AC電源プラグは、屋外での使用が認定されており、最小 IP67保護
等級であることを確認してください。

次のセクションでは、AC電源ケーブルと AC電源への接続手順について説明します。

AC電源ケーブル
ルータは、装置に付属のシスコのAC電源ケーブルをサポートしています。ケーブルの一方の
端には、ルータのAC電源コネクタがあります。もう一方の端にはコネクタがないので、設置
場所で AC電源プラグを接続するか、ケーブルを終端する必要があります。使用する AC電源
プラグまたは終端方法は、設置場所のジャンクションボックスなどの電源によって異なりま

す。

AC電源プラグを接続する場合：

•地域および国の電気工事規定に準拠したプラグを使用してください。

•ケーブルとプラグ間の接続が耐候性であることを確認します。

設置に特定のケーブル長が必要な場合は、ケーブルを切断する必要があります。（注）

電源コードを電源に接続する前、または電源から取り外す前に、電源がオフになっていること

を確認する必要があります。

注意

適切なコネクタをAC電源ケーブルに接続するには、電気機器のベンダーが提供するマニュア
ルまたはその他の指示に従い、設置場所の電気規則に準拠していることを確認します。

注意
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図 36 :ルータの AC電源ケーブル（ルータのコネクタ側）

AC電源への接続
ルータの ACコネクタを AC電源に接続するには、次の手順を実行します。ルータの AC電源
コネクタを接続する際は、必ずルータ側のケーブルから先に接続してください。AC電源コネ
クタを外す際は、必ずルータ側のケーブルを最後に外してください。

手順

ステップ 1 ルータの接地（53ページ）の説明に従って、ユニットが接地されていることを確認します。

ステップ 2 該当する回路で AC電源をオフにします。

ステップ 3 AC電源ケーブルのコネクタのノッチをルータのAC電源コネクタのキーに合わせ、ケーブルのコネクタを
ルータのコネクタに差し込みます。ケーブルのコネクタを完全に差し込んだ後、固定されるまで時計回り

にケーブルコネクタのリングを手で回します。

図 37 :ルータの ACコネクタおよび ACコネクタキー

ACコネクタキー2AC電源コネクタ1

ステップ 4 ルータに電源を投入する前に、ルータのアンテナがルータに接続されていることを確認します。

ステップ 5 接続装置に付属のマニュアルに従って、AC電源ケーブルのもう一方の端を電源に接続します。

ステップ 6 該当する回路で AC電源をオンにします。
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ルータの電源がオンになり、ソフトウェアイメージが起動します。

リセットボタン
次の図は、CPUモジュールのリセットボタンを示しています。

図 38 : CPUモジュールコンポーネント

10/100/1000 Mbpsイーサネットポー
ト

2Micro-Fit 4Pコネクタ付きアラーム
ポート（ケーブルポートシール付

き）

1

リセットボタン4SFP 1ギガビットイーサネット3

コンソールポート（プラグを取り外

したときにアクセス可能）

6SSDモジュール5

SYS LED7

リセットボタンを使用してルータを工場出荷時のデフォルトのソフトウェア設定に復元する

と、現在のソフトウェア設定がルータから完全に削除されます。

注意

リセットボタンを使用してルータの電源をオン/オフしないでください。ルータがAC電源に接
続されると、ただちに電源が投入されます。

ルータを工場出荷時のデフォルトに戻すには、リセットボタンを5秒以上押し続けます。ルー
タに BBUが搭載されている場合、ルータの電源を完全に切るには、AC電源を切断する前に
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BBU充電放電を無効にするか、BBU輸送モードを有効にする必要があります。その後、ルー
タに電源を入れながら同時にリセットボタンを押します。

リセットボタンの使用方法

リセットボタンにアクセスして押すには、直径 3/16インチ（約 4.77 mm）以下の非金属製ピン
またはその他の薄い金属工具を用意する必要があります。

システム（SYS）LEDの確認
ルータが正常に取り付けられたことを確認するには、ルータベースのシステム（SYS）LEDを
確認します。ルータが起動すると、SYS LEDはこれらの状態のいずれかを表示します。

表 14 : SYS LEDの状態

説明状態

システムの電源が入っていません。消灯

システムは起動フェーズまたはROMMONモー
ドになっています。

緑色の点滅

システムは正常に動作しています。緑色の点灯

システムに電力が供給されていますが、内部

エラーが発生しています。たとえば、インター

フェイスは管理上シャットダウンされていま

せんが、ケーブルが切断されているためにダ

ウンしています。

黄色の点灯

登録済みインターフェイスがダウンしていま

す。

（注）

登録済みインターフェイスを管理者権限で

シャットダウンしないでください。

橙色の点滅

その他のルータ接続
ここでは、その他のルータケーブル接続について説明します。ネットワークの設定と要件に基

づいて、この項の手順に従ってください。
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外部接続とシャーシケーブルポート

ルータの内部ポートを外部ケーブルまたは外部装置に接続する場合は、この目的のために指定

されたシャーシケーブルポートにルータケーブルを通す必要があります。一部のシャーシポー

トは特定のケーブル用に予約されており、残りのポートはネットワーク設定およびケーブル配

線要件に基づいて使用できます。

ポートを介してルータケーブルを接続する場合は、ケーブルグランドの使用（81ページ）の
説明に従ってケーブルグランドを使用し、ルータ内部を湿気、熱、冷気、埃などの自然環境か

ら保護する必要があります。シャーシのケーブルポートでケーブルグランドを使用しないと、

ルータが損傷する可能性があります。

注意

使用していない場合は、この項で説明するポートを PG 13.5プラグで覆うことを推奨します。
PG 13.5プラグを 10〜 12インチポンドのトルクで締めることを確認します。

（注）

ケーブルグランドの使用

ここでは、外部接続とシャーシケーブルポート（81ページ）で説明されているように、ケー
ブルグランドを使用してシャーシケーブルポートにルータケーブルを通す方法について説明し

ます。

ルータ内部を自然環境にさらさないように、ルータのシャーシケーブルポートに通すすべての

ケーブルにケーブルグランドを使用する必要があります。

注意

Ciscoケーブルグランドの発注

モデル番号 IR-IP67GLANDを使用して、シスコからケーブルグランドキットを注文できます。
各キットには 1つのケーブルグランドが含まれています。

必要な工具

ケーブルグランドを接続するには、次の工具が必要です。

•ルータからポートシールを取り外す＃3 プラスドライバ

• 1 3/8インチ（約 35 mm）まで伸びるモンキーレンチ（SFPエクステンダおよびM42プラ
グ用）

• 5/8インチ（約 16 mm）の 6 Ptソケットドライバ（SFPプラグ用）

• 15/16インチ（約 24 mm）スパナ

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
81

ルータの接続

外部接続とシャーシケーブルポート



ケーブルグランド

図 39 :ケーブルグランドアセンブリ

図 40 :ケーブルグランドのコンポーネント

説明名前アイテム

ルータのシャーシケーブルポートに直接接続します。アダプタ1

スプリットガスケットをケーブルに固定します。グロメット2

ケーブルに適合し、グランド内に液密シールを形成しま

す。

スプリットガスケット3

ガスケットとケーブルのアセンブリに適合し、シャーシ

ケーブルポートに接続します。

キャップ4

ケーブル要件

ケーブルグランドで使用するケーブルは、次の基準を満たす必要があります。

•屋外仕様

•耐紫外線

•直径 0.20〜 0.35インチ（5.08〜 8.89 mm）
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ケーブルグランド内に十分な密閉を施すには、ケーブルの直径が最小で0.20インチ必要です。
細いケーブルを使用すると、密閉が不十分になり、ルータ内部が自然環境にさらされる可能性

があります。

注意

ケーブルグランドの取り付け

ルータのシャーシケーブルポートを介して接続するすべてのケーブルについて、このセクショ

ンの手順を実行します。ステップ 4とステップ 5は事前に行うことができ、準備したケーブル
グランドアセンブリをルータの設置場所に輸送できます。

この項で説明するケーブルグランドコンポーネントについては、図 40 :ケーブルグランドの
コンポーネント（82ページ）を参照してください。

次の図にイーサネットケーブルを示しますが、手順はすべてのケーブルタイプで同じです。

図 41 :ケーブルを通したケーブルグランドコンポーネント

スプリットガスケット3ケーブルコネクタ（ルータへ）1

キャップ4グロメット2

手順

ステップ 1 使用しているケーブルが、ケーブル要件（82ページ）で説明されている要件を満たしていることを確認
します。

ステップ 2 ルータのポートからポートプラグを取り外します。必要に応じて No. 3プラスドライバを使用します。

ルータには、未使用のポートにポートプラグが装着した状態で出荷されます。

ステップ 3 ケーブルグランドアダプタ（図 40 :ケーブルグランドのコンポーネント（82ページ）のアイテム 1）を
ルータのシャーシケーブルポートに取り付けます。

ステップ 4 次のケーブルグランドコンポーネントにこの順序でケーブルを通します（図 41 :ケーブルを通したケーブ
ルグランドコンポーネント（83ページ））。
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1. キャップ

2. スプリットガスケット

3. グロメット

ステップ 5 スプリットガスケットをケーブルに沿ってスライドさせて、グロメットに差し込み、しっかりと押して、
ガスケットが完全にグロメットに装着されるようにします。

ステップ 6 ケーブルのコネクタ側をルータポートに通し、対応するルータコネクタに差し込みます。

ステップ 7 グロメットガスケットアセンブリをアダプタに合わせて押し込みます。

ステップ 8 キャップをケーブルに沿ってスライドさせ、グロメットの上からアダプタに差し込みます。

ステップ 9 キャップを手で締め、スパナを使用して、スプリットガスケットがケーブルの周囲を密閉するまで締めま
す（6〜 7フィートポンドのトルク）。5〜 10ポンドの引張強度のサポートとなる必要があります。

コンソールポートの接続
コンソールポートの位置については、図 38 : CPUモジュールコンポーネント（79ページ）を
参照してください。

Cisco IOS CLIを使用してルータを設定するには、PuTTYや TeraTermなどの端末エミュレー
ションプログラムを使用して、ルータコンソールポートと端末または PCとの間に接続を確立
する必要があります。コンソールポートはルータの外部にあり、CONというラベルが付いて
います。

このポートを使用して PC端末を接続し、ルータシステムソフトウェアに直接ログインして設
定やその他のコマンドを実行できるようにします。

コンソールポートはケーブルグランドをサポートしていません。このポートにケーブルを接続

すると、ルータ内部が自然環境にさらされ、ポートおよびルータ内部が損傷する可能性があり

ます。このポートは、ケーブルがポートに接続されている端末セッション中にのみ露出させる

ことができます。このポートは、使用中に無人のまま放置しないでください。使用しない場合

は、CPUモジュールに接続されたM42プラグでコンソールポートを覆います。M42プラグを
13〜 15インチポンドのトルクで締めます。

注意

接続

ここでは、PC端末をコンソールポートに接続する方法について説明します。

ルータキットには、一方の端に RJ-45コネクタ、もう一方の端に DB-9コネクタが付いたコン
ソールケーブルが含まれています。

•端末がコンソールポートに接続されている場合は、ルータに直接接続して設定できます。
ルータが正常に動作しているときに、このポートに PC端末を接続できます。
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•ルータに PC端末を接続するには、デバイスポートに応じて、RJ-45-to-DB-25メスDTEア
ダプタ、RJ-45-to-DB-9メスDTEアダプタ（TERMINALラベル）、またはUSB-to-DB-9ア
ダプタのいずれかを用意する必要があります。

• RJ-45ケーブルをコンソールポートから取り外すには、RJ-45コネクタの固定用ラッチを
押しながらケーブルをポートから取り外します。小型で平らな非金属工具を使用してラッ

チを押し、ケーブルをポートから引き出します。

PCまたは PC端末をコンソールポートに接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 コンソールケーブルの RJ-45コネクタを、ルータのコンソールポートに接続します。

ステップ 2 デバイスにDB-9アダプタが必要な場合は、用意したアダプタをケーブルのDB-9コネクタに接続します。

ステップ 3 コンソールケーブルのアダプタ側または DB-9コネクタ側を端末または PCに接続します。

（注）

PCへの一般的な接続は、PCのUSBポートを介して行われます。付属のシスココンソールケーブルを使用
する場合は、DB-9 to USBアダプタが必要です。または、RJ45-to-USB Ciscoルータコンソールケーブルを
使用する場合は、追加のアダプタは必要ありません。

SFPポートの接続
SFPポートの位置については、図 38 : CPUモジュールコンポーネント（79ページ）を参照し
てください。

Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールは、ルータの SFPポートに差し込むトランシー
バデバイスです。トランシーバは、モジュールの電気回路を光ネットワークに接続します。

各ポートで使用されているSFPモジュールは、ケーブルの反対側の波長仕様と一致する必要が
あります。信頼性の高い通信を実現するために、ケーブルは所定のケーブル長を超えないよう

にしてください。

ルータには、シスコ製 SFPトランシーバモジュールだけを使用してください。各 SFPトラン
シーバモジュールは、シスコ品質確認（ID）機能をサポートしています。この機能により、シ
スコ製スイッチまたはルータは、トランシーバモジュールがシスコによって検証およびテスト

済みであることを確認できます。

クラス 1レーザー製品です。警告
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ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバSFPモジュールポートのダストプラグや光ファイ
バケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFP
モジュールポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。

注意

SFPモジュールは光ファイバケーブルを差し込んだまま着脱しないことを推奨します。差し込
んだまま着脱すると、ケーブル、ケーブルのコネクタ、またはSFPモジュール内の光インター
フェイスが損傷する可能性があります。SFPモジュールを着脱する前にケーブルを取り外して
ください。

注意

用意する必要がある資材と工具

SFPトランシーバモジュールを設置するには、次の工具と資材を用意する必要があります。

•必要な工具（81ページ）に記載されている工具。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器光ファイバ接続部の点検および清掃
の詳細については、次の URLにあるホワイトペーパーを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk482/tk876/technologies_white_paper09186a0080254eba.shtml

ルータへの光ファイバケーブルの接続

Cisco Fiber Kitは、光ファイバネットワーク接続をサポートするために必要です。

ルータに光ファイバケーブルを取り付けるには、次の資材が必要です。

• Small Form-Factor Pluggable（SFP）トランシーバモジュール。

• SFPモジュールアダプタ。

•デュプレックス LC光ファイバケーブル光ファイバケーブルの外径は 0.24～ 0.47インチ
（6～ 12 mm）にする必要があります。

•最小 1 1/8インチに調整可能なモンキーレンチ

SFPポートに光ファイバネットワークケーブルを接続できます。SFPトランシーバモジュー
ルは、SFPポートにケーブルを接続するために使用されます。SFPトランシーバモジュールと
ケーブルを取り付けるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 すべての電源がルータから切り離されていることを確認します。

ステップ 2 この手順で示すガイドラインに従って、SFPポートから ¾ NPTカバープラグを取り外します（次の図の
1を参照）。

SFPポートのカバープラグは、1回のみ取り外し、SFPアダプタと交換するよう設計されています。こ
のプラグにゴム製の Oリングはありませんが、製造時にシールテープを使用してねじ山に固定されてい
ます。プラグを取り外すときは、六角ボルトの頭部がつぶれていないことを確認する必要があります。

5/8インチ（16 mm）の 6点ソケットレンチを使用して、六角ボルト頭部の SFPポートプラグを緩めま
す。ゆっくりと慎重に、ソケットレンチを反時計回りに回して、プラグを緩めます。これには、1～ 2
フィートポンド（0.73～ 1.4 Nm）のトルクが必要です。

理想的ではありませんが、5/8インチ（16 mm）の 12点ソケットレンチも使用できます。ソケットレン
チを使用できない場合のみ、自在スパナを使用します。六角ボルトの頭部がつぶれるため、このタスク

にはパイプレンチまたはモンキーレンチを使用しないでください。

ステップ 3 SFPモジュールを SFPポートに挿入し、正しく固定されていることを確認します。アセンブリの詳細に
ついては、#unique_106 unique_106_Connect_42_fig_qh4_t5y_ypbを参照してください。

ステップ 4 ケーブルグランドのナット（ケーブルグランドの丸い先端）を反時計回りに回して緩めますが、取り外

さないでください。

ステップ 5 次の図に示すように、終端処理された光ファイバケーブルをグランドとアダプタに通します。

（注）

光ファイバコネクタは、ケーブルグランドを通すには大きすぎます。そのため、ケーブルは未終端の側

からグランドに通す必要があります（ケーブルがかなり長い場合でも）。
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図 42 :デュプレックス LC光ファイバケーブル

光ファイバケーブル2デュプレックスLC光ファイバコネク
タ

1

ステップ 6 ケーブルの LC光ファイバコネクタ側を SFPモジュールアダプタに挿入します。まだ、ケーブルグラン
ドをアダプタに取り付けないでください。次の図を参照してください。
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図 43 :ルータに接続された光ファイバケーブルの分解図

アダプタベース5SFPモジュール1

グロメット6SFPケーブル2

ガスケット7エクステンダのネジ部3

圧縮キャップ8エクステンダ4

ステップ 7 LC光ファイバコネクタを SFPモジュールに挿入し、それが固定されていることを確認します。

ステップ 8 エクステンダのネジ山にシーリングテープまたはシーラントを貼り付けてから、エクステンダをルータ

シャーシの SFPポートにねじ込みます。モンキーレンチを使用して、ケーブルグランドのネジ側を 6～
7 lb.ft（8.1～ 9.5 Nm）まで締め付けます。

ステップ 9 アダプタベースを 3〜 4フィートポンドのトルクでエクステンダにねじ込みます。

ステップ 10 キー付きグロメットをアダプタベースに挿入し、ガスケットをグロメットに挿入します。
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ステップ 11 圧縮キャップ（1）を締めて、グロメットとガスケットがケーブルを圧迫し、密閉とケーブルの負荷軽減
が行われるようにします。モンキーレンチまたはスパナを使用して、2.7～ 3.2 lb.ft（3.66～ 4.34 Nm）ま
で締め付けます。

注意

この SFPアセンブリを取り外す場合は、この取り付け手順を逆に実行することが必要です。ケーブルグ
ランドのナットを緩めることから始めます。

イーサネットポートの接続
イーサネットポートの場所については、図 38 : CPUモジュールコンポーネント（79ページ）
を参照してください。

ルータには、ハブまたはスイッチを介してルータをイーサネットネットワークに接続するため

のギガビットイーサネットポートがあります。

•通常、1本または 2本のイーサネットケーブルがルータに付属しています。追加のケーブ
ルとトランシーバはシスコから注文できます。注文上方については、カスタマーサービス

にご相談ください。

•イーサネットポートにケーブルを接続する場合は、ケーブルグランドを使用し、ルータの
シャーシケーブルポートにケーブルを通す必要があります。外部接続とシャーシケーブル

ポート（81ページ）を参照してください。

イーサネットケーブルとルータの接続

次の工具と資材が必要です。

•シールド付き屋外用イーサネットケーブル（CAT5e以上）

• RJ-45コネクタと取り付け工具

• No.3プラスドライバ
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シールド付きイーサネットケーブルをルータに接続するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ルータへのすべての電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 2 接地手順（52ページ）の説明に従って、ルータが接地されていることを確認します。

ステップ 3 No.3プラスドライバを使用して、ルータシャーシから PG13.5プラグとシールリング（1）を取り外しま
す。

ステップ 4 ケーブルグランドのナット（ケーブルグランドの丸い先端）を反時計回りに回して緩めますが、取り外

さないでください。

ステップ 5 イーサネットケーブルの未終端側をケーブルグランドのシーリングナット側の端に差し込み、ケーブル

をアダプタから数インチ引き出します。

ステップ 6 イーサネットケーブル取り付け工具を使用して、イーサネットケーブルの終端されていない側に RJ-45
コネクタを取り付けます。

ステップ 7 次の図に示すように、ルータシャーシのイーサネットポートの開口部に RJ-45ケーブルコネクタを慎重
に差し込み、内部のイーサネットコネクタに接続します。
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スプリットガスケット4RJ-45ケーブルコネクタ1

圧縮キャップ5アダプタベース2

グロメット3

ステップ 8 アダプタベースをイーサネットポートにねじ込み、3〜 4フィートポンドのトルクで締めます。

ステップ 9 アダプタベースにキー付きグロメットを挿入します。

ステップ 10 ケーブルの周りにスプリットガスケットを取り付け、圧縮リングにガスケットを挿入します。

ステップ 11 圧縮キャップ（次の図の1）を締めて、グロメットとガスケットがケーブルを圧迫し、密閉とケーブルの
負荷軽減が行われるようにします。モンキーレンチまたはスパナを使用して、2.7～3.2 lb.ft（3.66～4.34
Nm）まで締め付けます。
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ステップ 12 イーサネットケーブルを配線します。

アラームポートの接続
アラームポートの位置については、図 38 : CPUモジュールコンポーネント（79ページ）を参
照してください。

アラームポートをアラームシステムに接続して、ソフトウェアイベントとエラーをモニターし

ます。アラームポートは、入力または出力として個別に設定できる2つの双方向チャネルをサ
ポートします。

alarm-trigger設定は、アラームが接続されたアラームシステムに送信されるタイミングを決定
します。

•このポートは、ルータが正常に動作しているときに接続できます。

•ネットワークでアラームシステムを使用する場合は、付属のアラームケーブルを使用して
アラームポートをアラームシステムに接続します。

•このポートを外部アラームシステムに接続する場合は、ケーブルグランドを使用し、ルー
タのシャーシケーブルポートにケーブルを通す必要があります。「外部接続とシャーシ

ケーブルポート（81ページ）」を参照してください。

•アラームチャネルを入力として設定すると、アラーム入力はリレーなどの外部回路のオー
プンまたはクローズを検知します。

•アラームを出力として設定する場合、アラーム出力を使用するには、ユーザーが独自の外
部リレーと3～60Vの範囲の外部プルアップ抵抗を用意する必要があります。抵抗値は、
リレーをオンにするのに十分で、プルアップが0Vに強制されたときに100mA未満に留ま
るのに十分な大きさである必要があります。

アラームポートへの接続手順は、コネクタが RJ45ではなく 4ピンMicro-Fitである点を除き、
イーサネットケーブルとルータの接続（90ページ）で説明した手順と同じです。詳細につい
ては、アラームポート（14ページ）を参照してください。
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モジュールとアンテナの取り付け
ルータは、最大 3つのUIMをサポートします。各モジュールには、1つまたは 2つのアンテナ
が必要です。アンテナは、ルータ上またはその近くに設置します。ユニバーサルインターフェ

イスモジュールの取り付け（55ページ）およびIR8140Hへのアンテナの取り付け（69ペー
ジ）を参照してください。
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第 8 章

バッテリバックアップユニットの取り付

け

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータは、最大 3つのバッテリバックアップユニット（BBU）
をサポートします。これらのバッテリバックアップユニットは、ルータの AC電源に障害が
発生した場合や使用できない場合にルータに電力を供給します。ここでは、BBUの機能と設
置手順について説明します。

次の内容について説明します。

•バッテリバックアップの操作（95ページ）
• BBUステータス（96ページ）
•バッテリバックアップモード（97ページ）
• BBUライフサイクルの取り扱いと保管に関するガイドライン（97ページ）
• BBUの取り付け準備（100ページ）
• BBUのコンポーネント（101ページ）
•活性挿抜（OIR）（103ページ）
•ルータへの BBUの取り付け（103ページ）
• BBU技術仕様（112ページ）

バッテリバックアップの操作
BBUは、AC電源が使用できない場合に非常用電源をルータに提供します。

ルータは最大 3つの BBUをサポートします。ユニットは IR8140Hの中央前面に取り付けられ
ています。3台の BBUを取り付けると、AC電源に障害が発生した場合に、フル装備のシステ
ム上で最大8時間のバッテリバックアップ電源を使用できます。BBUは現場で交換できます。

ルータの電源がオンで、正常に動作しているときに、BBUをルータに取り付けることができ
ます。

BBUの内部コンポーネントには、バッテリセル、一次保護回路、残量ゲージ、および充電器
が含まれます。BBUの詳細については、BBUのコンポーネント（101ページ）を参照してく
ださい。
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図 44 :ルータに取り付けられたバッテリバックアップユニット

説明Cisco製品 ID（PID）アイテム

バッテリバックアップユニットルータは最大 3つのBBU
をサポートします。

IRMH-BATT-4AH1

BBUステータス
ルータへの電力供給を開始する前に、まず BBUを有効にする必要があります。BBUは、次の
条件の少なくとも 1つが満たされるまで、ルータに電力を供給し続けます。

•すべての BBUが完全に放電した。

•ルータへの AC電源が回復した。

•ソフトウェアコマンドを使用してBBUを無効にされた（『Cisco Catalyst IR8140 Heavy Duty
Series Router Software Configuration』（英語）を参照）。

ルータの電力パスの選択と、BBUが動作を開始する条件に関する技術的な詳細については、
BBU技術仕様（112ページ）を参照してください。

（注）
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バッテリバックアップモード
ここでは、ルータが AC電源から BBU電源に切り替わる際のルータ設定および動作機能への
影響について説明します。

BBU容量
ルータは、一度に最大 3つの BBUをサポートします。非常用電源の要件を満たすために、必
要な数の BBUを最大 3つ取り付ける必要があります。

ルータにバックアップ電源を供給している間に、取り付けられているすべてのバッテリが完全

に放電すると、ルータは dying gaspメッセージを送信してからシャットダウンします。

ルータ設定

ルータが AC電源から BBU電源に切り替えられても、ルータソフトウェアの設定は影響を受
けません。

ユニバーサルインターフェイスモジュールの動作

デフォルトでは、ルータが AC電源から BBU電源に切り替わっても、スロットに取り付けら
れた UIMは正常に動作します。

ルータが BBU電源に切り替わったときに、特定のモジュールの電源を自動的にオフにするよ
うにルータを設定できます。

BBUライフサイクルの取り扱いと保管に関するガイドラ
イン

ここでは、BBUライフサイクル中の BBUのステータスと状態、およびそのアプローチと管理
方法について説明します。

BBU保管関連の定義
•有効期間：有効期間は、BBUの過放電を回避するために BBUの再充電が必要になるまで
の時間の長さです。

•充電状態：充電状態（SOC）はバッテリの充電量であり、パーセンテージ値で表されま
す。たとえば、SOCが 100％ の場合はバッテリが完全に充電された状態を表し、SOCが
0％ の場合はバッテリが完全に放電された状態を表します。
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BBUの出荷および受領ガイドライン
BBUの出荷および受領のガイドラインは、BBU SOCステータスと、BBUライフサイクルのこ
の段階での管理方法を定義します。

•シスコは、シスコの契約製造業者から 60％ 以上の SOCで BBUを出荷しています。

•各BBUには、シスコの契約製造業者から受け取った時点で 50%以上のSOCが必要です。

•最小 SOCを 50％ とすることで、シスコの契約製造業者から出荷されて顧客が SOC
の確認を行うまでの間に約 10週間の猶予が与えられます。

• SOCは週に約 1％ 減少します（自己放電による）。

• BBU SOCのステータスは CLIを使用して確認できます。

• SOCが 50％ 未満の BBUは、システムインテグレーターまたは顧客が SOCの 50％ を
超えるまで充電する必要があります。

BBUの保管と取り扱いに関するガイドライン
BBUの保管と取り扱いに関するガイドラインでは、BBU有効期間と、BBUのライフサイクル
のこの段階での管理方法を定義します。

•放電が無効になっているルータに、無効化された BBUが取り付けられている場合の有効
期間、またはスペア BBUの有効期間は、通常 6〜 12ヵ月です。

• AC電源に接続する前の BBUの有効期間は最低 21日です。

•顧客サイトでの長期保管が予想される場合、BBUの有効期限が切れる前に充電しなくて
はなりません。

• AC電源が切断され、Cisco IR8140Hルータがサービスから削除された場合は次のようにな
ります。

•ルータは BBUから供給される DC電源に切り替わり、約 8時間電源が入ったままに
なります。

• 8時間後、BBUは低電圧切断に達し、残りの有効期間は最低 21日間になります。

• BBUの有効期間を最大 365 + 21日に延長するために、ルータをサービスから削除す
るときに BBUを BBU無効モードにする必要があります。

•残りの有効期間は、AC電源の切り離し前の SoCと BBUが BBU無効モードになって
いるかどうかによって異なります。

• SoCが 0％ の BBUを無効にすると、最小有効期間は 21日間、SoCが 100%の BBU
を無効にすると、最大有効期間は 386日間になります。
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BBUの再充電
BBUを再充電するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ルータを AC電源に接続します。

ステップ 2 BBUを有効にします。

ステップ 3 BBUごとに少なくとも 8時間の充電時間を確保します。つまり、ルータごとに BBUが 3つある場合は、
ルータごとに 24時間の充電時間を確保します。

ステップ 4 充電時間が終了したら、BBUをこのルータのバックアップ電源として使用しない場合は、BBUを無効にし
ます。

BBUの交換
ルータの BBUを交換する場合は、次のことを強く推奨します。

•すべての BBUを交換する。

•交換するすべての BBUが同じバージョンであることを確認する。

ルータが異なる BBUバージョンで動作している場合、BBU機能が誤動作する可能性がありま
す。

BBUを交換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 前面プレートからの BBUケージの取り外し（108ページ）およびBBUケージからの BBUモジュールの取
り外し（105ページ）の指示に従って、ルータから BBUモジュールを取り外します。

ステップ 2 ルータのすべての BBUを同時に交換します。

（注）

使用済みの BBUと新しい BBUを混在させないでください。

BBU廃棄ガイドライン
BBUの廃棄手順
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•保証対象のルータについては、標準の Cisco Return Material Authorization（RMA）手順に
従ってください。

•シスコがBBUまたはBBUのセットを、障害分析のために返品する事なく廃棄可能な機能
不全アイテムと判断した場合、交換のために取り外した BBUは、現地のガイドラインに
従って廃棄する必要があります。

•米国およびカナダのお客様は、www.call2recycle.orgを利用して、リチウムイオン BBUを
適切にリサイクルする必要があります。

•米国およびカナダ以外の地域でのリサイクルについては、お客様の国または地域に固有の
ガイダンスをシスコの電子メール（environment@cisco.com）までお問い合わせください。

•現地での回収およびリサイクルに関する詳細については、www.cisco-returns.comを参照し
てください。

BBUの取り付け準備
BBUをルータに取り付ける前に、次の注意事項が守られていることを確認してください。

必要な工具

BBUケージ内の BBUの取り付けまたは取り外しには、＃1 プラスドライバを用意する必要が
あります。次の工具も必要です。

• T15トルクドライバ

• 10 mmソケットドライバ

安全上の警告

設置の安全性と設置場所の準備（23ページ）の安全上の警告も読むことをお勧めします。

火災、爆発、または可燃性液体やガス漏れのリスクを軽減するには：

•交換用バッテリは元のバッテリと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使
用してください。

•分解、粉砕、破壊、鋭利な道具を使った取り外し、外部接点のショート、火中への廃棄は
行わないでください。

•バッテリがゆがんだり、膨らんだりしているときは使用しないでください。

•を超える温度でバッテリを保管または使用しないでください。

•よりも低い低気圧環境でバッテリを保管または使用しないでください。

警告
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ルータが異なる BBUバージョンで動作している場合、BBU機能が誤動作する可能性がありま
す。

静電破壊の防止

BBUは静電放電（ESD）によって破損しやすいコンポーネントです。静電破壊は、電子カード
またはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害を引き起

こす可能性があります。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•常に静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用してください。

•ストラップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続してください。

• BBUを静電気防止用シートの上に置くか、静電気防止用袋に収めてください。BBUを返
却する場合には、ただちに静電気防止用袋に入れてください。

•バッテリと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電気
からバッテリを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがありま

す。

•装着が完了するまでリストストラップは外さないでください。

BBUのコンポーネント
このセクションでは、BBUを設置する際に理解しておく必要がある BBUコンポーネントにつ
いて説明します。

この項で説明するコンポーネントの技術仕様については、BBU技術仕様（112ページ）を参照
してください。

（注）

各BBUの背面にプラグコネクタ、前面にソケットコネクタがあります。また、背面にBBU位
置合わせピンがあり、前面に位置合わせ穴があります。BBUが相互に接続されると、前面と
背面が結合します。プラグコネクタは、ソケットコネクタにかみ合い、位置合わせピンは位置

合わせ穴にかみ合います。すでに取り付けられているバッテリに 2番目または 3番目のバッテ
リを接続する場合は、位置合わせピンと穴を使用してバッテリの正しい位置を確認し、バッテ

リコネクタの位置を合わせます。
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図 45 :バッテリバックアップユニットの背面

説明アイテム

BBU位置合わせピン1

BBUインターフェイスプラグ2

BBUモジュールの BBUブラケット内に BBUを固定したり、BBU同士を
固定してスタックしたりするための非脱落型ネジ（6本）

3

図 46 :バッテリバックアップユニットの前面

説明アイテム

BBUインターフェイスソケット1

BBU位置合わせ穴2
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説明アイテム

BBUモジュールの BBUブラケット内に BBUを固定したり、BBU同士を
固定してスタックしたりするための非脱落型ナット（6本）

3

活性挿抜（OIR）
BBUの活性挿抜（OIR）は、Cisco IOS XEリリース 17.7.1の IR8140Hでサポートされていま
す。

ルータへの BBUの取り付け
この項では、BBUをルータに取り付ける方法について説明します。新しい BBUは、受け取っ
た時点で約 50％ 充電されています。

ルータに BBUを設置する場合、ルータに AC電源が供給されていなければ、BBU（無効状態
でない場合）は、ルータが接続されるとすぐにルータへの電力供給を開始します。

注意

現場での設置前に BBUがルータに電力を供給しないように、BBUは出荷時に無効になってい
ます。必要に応じて BBUを充電し、ルータに電力を供給できるように、取り付け直後に BBU
を有効にします。

ルータに BBUを取り付ける手順は、次のとおりです。

1. BBUケージへの BBUモジュールの取り付け（103ページ）

2. 前面プレートへの BBUケージの取り付け（105ページ）

3. ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け（108ページ）

ルータから BBUを取り外す手順は、次のとおりです。

1. ルータからの BBUアセンブリまたはブランクの取り外し（111ページ）

2. 前面プレートからの BBUケージの取り外し（108ページ）

3. BBUケージからの BBUモジュールの取り外し（105ページ）

BBUケージへの BBUモジュールの取り付け
BBUケージに BBUモジュールを取り付ける手順は、次のとおりです。
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BBUケージ4位置合わせ穴1

BBUセキュリティタブ5非脱落型ナット（6）2

BBUケージピンノッチ3

手順

ステップ 1 最初のBBUモジュールを取り付けるには、次の図に示すように、BBUピンをBBUケージのピンノッチと
合わせ、No.1プラスドライバで 6本の非脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。

ステップ 2 2番目の BBUモジュールを取り付けるには、BBU位置合わせピンを BBU位置合わせ穴に合わせ、プラグ
とソケットのコネクタを一緒に押します。次の図に示すように、No.1プラスドライバを使用して 6本の非
脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。

ステップ 3 3番目の BBUモジュールを取り付けるには、BBU位置合わせピンを BBU位置合わせ穴に合わせ、プラグ
とソケットのコネクタを一緒に押します。次の図に示すように、No.1プラスドライバを使用して 6本の非
脱落型ネジを順番に 7〜 9インチポンドのトルクで締めます。
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BBUケージからの BBUモジュールの取り外し
BBUケージから BBUモジュールを取り外すには、最後の BBUモジュールから始めて、BBU
ケージの背面に向かって内側に移動する必要があります。

手順

ステップ 1 No.1プラスドライバを使用して 6本の非脱落型ネジを緩め、BBUモジュールを取り外します。

ステップ 2 次の BBUモジュールに進み、すべてのモジュールを取り外します。

前面プレートへの BBUケージの取り付け
BBUケージを前面プレートに取り付ける手順は、次のとおりです。

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
105

バッテリバックアップユニットの取り付け

BBUケージからの BBUモジュールの取り外し



手順

ステップ 1 次の図に示すように、BBUケージまたはアセンブリを前面プレートに合わせます。前面プレートのコネク
タレリーフに対する BBUセキュリティタブの位置に注意してください。

図 47 :前面プレートへの BBUケージの取り付け

BBUセキュリティタブ4前面プレート1

M3.5ネジ（6）5コネクタリリーフ2

BBUモジュール6BBUケージ3

ステップ 2 次の図に示す位置に 6本のM3.5ネジを挿入します。次の図に示すように、ネジを順番に 10〜 12インチポ
ンドのトルクで締めます。
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これで、BBUアセンブリをルータに取り付ける準備ができました。
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前面プレートからの BBUケージの取り外し
BBUケージを前面プレートから取り外す手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 T15トルクドライバを使用して、BBUケージを前面プレートに取り付けている 6本のM3.5ネジを取り外
します。ネジは廃棄しないでください。

ステップ 2 前面プレートから BBUケージまたはアセンブリを取り外します。

ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け
次の手順に従って、BBUアセンブリまたはブランクをルータに取り付けます。
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図 48 :ルータに取り付けられた BBUアセンブリまたはブランク

南京錠タブ4BBUガスケット1

ルータの下部にあるBBUセキュリ
ティネジ

5BBUアセンブリまたはブランク2

M6ボルト（4）3

手順

ステップ 1 BBUガスケットがガスケットの溝に完全に取り付けられ、シール面が汚れていないことを確認します。

ステップ 2 BBUセキュリティネジが完全に外されていることを確認します（BBUセキュリティネジを取り付ける（110
ページ）を参照）。

ステップ 3 BBUアセンブリまたはブランクをルータシャーシの位置に合わせます。南京錠タブの位置に注意してくだ
さい。

ステップ 4 BBUアセンブリを慎重にキャビティに完全に押し込みます。BBUは内部ガイドピンと自働位置合わせしま
す。M6ボルトが締められるまで、BBUアセンブリから離れないでください。

ステップ 5 10 mmソケットドライバを使用してM6ボルトを締めます。次の順序で 15〜 20インチポンドのトルクで
締めます。次に、順番に 30～ 35インチポンドのトルクで締め、最後まで締めます。

Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータ設置ガイド
109

バッテリバックアップユニットの取り付け

ルータへの BBUアセンブリまたはブランクの取り付け



BBUセキュリティネジを取り付ける

BBUセキュリティネジはルータの下部にあります。

BBUセキュリティネジを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BBUセキュリティネジが保持プレートに当たるまで外します。
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図 49 : BBUセキュリティネジ

BBUセキュリティネジ（3 mmの六角
頭が必要）

2保持プレート（取り外さないでくださ

い）

1

ステップ 2 ルータへのBBUアセンブリまたはブランクの取り付け（108ページ）の詳細な手順に従って、BBUアセン
ブリとトルクボルトを取り付けます。

ステップ 3 BBUセキュリティネジを 10〜 12インチポンドで締めます。

ルータからの BBUアセンブリまたはブランクの取り外し
ルータから SFPを取り外す手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 BBUセキュリティネジが保持プレートに当たるまで外します。「図 49 : BBUセキュリティネジ（111ペー
ジ）」を参照してください。

ステップ 2 4本のM6ボルトを BBU前面プレートの 10 mmソケットで緩めます（前面プレートからボルトを取り外さ
ないでください）。

ステップ 3 BBUアセンブリまたはブランクをまっすぐ引き出します。

注意

BBUアセンブリは重量があります。

ステップ 4 BBUガスケットが所定の位置に留まり、シール面が汚れていないことを確認します。
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BBU技術仕様
ここでは、BBUでサポートされる仕様と標準について説明します。

ルータの電源パスの選択

通常の動作時、ルータは内蔵 AC電源から電力が供給されます。AC電源が 85〜 250Vの範囲
外で 20ミリ秒以上中断されると、BBUは放電モードになり、ルータへの電力供給を開始しま
す。BBUは充電または放電できます。両方を同時にサポートすることはできません。

放電条件

表 15 :バッテリバックアップユニット：放電仕様

説明放電条件

10 Wの電力負荷で 4時間以上持続時間

• AC電源（85〜 250 Vの範囲）が 20ミリ秒以上検出されない

•残りの BBU容量が 5％ を超える

•外部周囲温度が -40〜122 °F（-40〜 50 °C）以内である

放電の開始7

• AC電源が 85〜 250Vの範囲で 20ミリ秒以上回復した

•残りの BBU容量が 5％ 未満

•外部周囲温度が -40〜122 °F（-40〜 50 °C）の範囲外である

放電の終了8

7
すべての条件が満たされた状態。

8
放電終了条件が満たされ、システムが検出された状態。

バッテリステータス低

バッテリ平均レベルが 20%を下回ると、デバイスは syslogメッセージと SNMPトラップを発
報します。show platform hardware battery detailsコマンドを使用して、現在の平均 BBU電力
レベルを表示します。デバイスで複数のバッテリユニットを使用している場合（最大3ユニッ
ト）、バッテリユニットは順番に放電します。

BBUが 3台使用されており、現在の平均バッテリ電力レベルが 20%とデバイスに表示
される場合、3番目の BBU電力レベルは約 60%になります。
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充電条件

表 16 :バッテリバックアップユニット：充電仕様

説明充電条件

充電時は 20 W以下給電規格

•充電状態（SOC）が 85％ 未満

• AC電源が 85〜 250Vの範囲で 20ミリ秒以上検出された

•外部周囲温度が -20〜 40 °C（-4〜 104 °F）以内である

充電開始の制限9

• AC電源（85〜 250 Vの範囲）が 20ミリ秒以上検出されない

•外部周囲温度が -20〜 40 °C（-4〜 104 °F）の範囲外

充電終了10

9
すべての条件に合致したとき。

10
いずれかの条件に合致し、かつ、システムが検出されたとき。

動作時と保管時の温度

表 17 :バッテリバックアップユニット：動作時と保管時の温度

外部周囲温度ローカル BBUの内部温度BBUの状態

-20～ 40°C（-4～ 104°F）0～ 50°C（+32～ 122°F）充電中

-40～ 50°C（-40～ 122°F）-20～ 60°C（-4～ 140°F）放電中

-40～ 70°C（-40～ 158°F）-20～ 85°C（-4～ 185°F）動作（アイドル）

•短期：

-10〜 45°C（+14〜 113°F）、
最大 3ヵ月

•長期：

-3〜 25°C（+27〜 77°F）

-65%相対湿度

-40〜 90% SoC

-10〜 45°C（+14〜 113°F）、最大
3ヵ月

保管および輸送
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バッテリ寿命

表 18 :バッテリバックアップユニット：バッテリ寿命

充放電サイクルバッテリ寿命製品 ID

5005年IRMH-BATT-4AH
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第 9 章

ルータターミナルセッションの開始

ここでは、コンソールポートを使用して IR8140Hとのターミナルセッションを開始する方法に
ついて説明します。コンソールポートは CPUモジュールにあります。

ルータの設置場所で、CLIソフトウェアを使用して直接接続でルータを管理する場合は、ルー
タとのターミナルセッションを開始します。

次の内容について説明します。

•はじめる前に（115ページ）
•コンソールポートについて（115ページ）
• Microsoft Windowsでのコンソールポートへの接続（117ページ）
• Mac OS Xでのコンソールポートへの接続（117ページ）
• Linuxでのコンソールポートへの接続（118ページ）

はじめる前に
ルータとの端末セッションを開始する前に、PCまたはPC端末をルータのコンソールポートに
接続する必要があります。

コンソールポートについて
次の図に示すように、コンソールポートは CPUモジュールにあります。
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図 50 :コンソールポート付き CPUモジュール

コンソールポート2M42プラグ1

コンソールポートにアクセスするには、M42プラグを開きます。

コンソールポートは非同期のシリアルポートで、初期設定用に、RJ-45コネクタを使用して標
準 RS-232ポート経由でデバイスに接続できます。このポートに接続されるデバイスには、非
同期伝送の機能が必要です。

コンソールポートはケーブルグランドをサポートしていません。このポートにケーブルを接続

すると、ルータ内部が自然環境にさらされ、ポートおよびルータ内部が損傷する可能性があり

ます。このポートは、ケーブルがポートに接続されている端末セッション中にのみ露出させる

ことができます。このポートは、使用中に無人のまま放置しないでください。

注意

コンソールポートは非同期のシリアルポートで、初期設定用に、RJ-45コネクタを使用して標
準 RS-232ポート経由でデバイスに接続できます。このポートに接続されるデバイスには、非
同期伝送の機能が必要です。

コンソールポートの設定

コンソールポートに次のパラメータを設定できます。

説明コンソールポートの設

定

パラメー

タ

接続の送信速度を指定します。9600Baud
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説明コンソールポートの設

定

パラメー

タ

データに使用するビット数を 8ビットのバイト単位で指
定します。

8Data bits

エラー検出用の奇数パリティまたは偶数パリティを指定

します。

なしParity

非同期回線に対するストップビット数を指定します。1Stop bits

Ctrl + Cコマンドの使用
ルータのコンソールポートはルータの外部にあり、コンソールポートのシールを取り外すこと

でアクセスできます（図50 :コンソールポート付きCPUモジュール（116ページ）を参照）。

多くの Ciscoルータでは、Ctrl-Cを入力してルータの起動プロセスを中断し、管理者パスワー
ドを削除または変更したり、ルータ設定を表示または削除したりできます。

ルータの構成およびパスワードへの不正アクセスを防ぐため、ルータの起動中およびシステム

ソフトウェアのロード中は、Ctrl-Cコマンドを使用することができません。

Microsoft Windowsでのコンソールポートへの接続
Microsoft Windowsを使用してルータのコンソールポートに接続するには、次の手順を実行し
ます。

手順

ステップ 1 Windows HyperTerminal（Windowsオペレーティングシステムの一部のバージョンに付属）や PuTTYなど
のターミナルエミュレータアプリケーションを起動します。

ステップ 2 コンソールポートについて（115ページ）に記載されているパラメータを使用して、端末エミュレーショ
ンソフトウェアを設定します。

ステップ 3 ルータに接続します。

Mac OS Xでのコンソールポートへの接続
組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使用してMac OS Xシステムの USBポートに接
続する方法を以下に示します。
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手順

ステップ 1 Finderアプリケーションを使用して、[Applications] > [Utilities] > [Terminal]に移動します。

ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。
macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 9, 66 Apr 1 16:46 tty.usbmodem1a21 DT-macbook:dev user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。
macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナルウィンドウから Linux USBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aを押し、Ctrl+\を押しま
す。

Linuxでのコンソールポートへの接続
組み込みの Linuxターミナルユーティリティを使用してコンソールに Linuxシステムの USB
ポートを接続するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。

ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。
root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。
root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナルウィンドウから Linux USBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aを押し、:を入力してか
ら quitと入力します。
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第 10 章

ルータの撤去

ここでは、Cisco Catalyst IR8140 Heavy Dutyルータを垂直支柱から取り外すために必要な安全
上の注意事項、機器、および手順について説明します。

次の内容について説明します。

•用意する必要がある資材と工具（119ページ）
•支柱からのルータの撤去（119ページ）
•ルータの運搬（120ページ）

用意する必要がある資材と工具
• 1/2インチ（13 mm）ソケットレンチ

• #2プラスドライバ

支柱からのルータの撤去
サポートされている支柱タイプからルータを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けられているバッテリバックアップユニットがある場合は無効にし、AC電源からルータを切断し
ます。

ステップ 2 外部ケーブル（ユニットのベースにある外部イーサネットコネクタなど）がある場合は取り外します。

ステップ 3 ケーブルグランドからケーブルを外すときに注意しながら、内部ケーブルを外します。

ステップ 4 ルータの側面にあるアース線を取り外します。

ステップ 5 マウントブラケットをルータに取り付けている 4本のボルトのうち 3本を外します。4番目のボルトであ
るヒンジボルトは取り外さないでください。ルータの反対側の同等のボルトを取り外します。

ステップ 6 ヒンジボルトを 2回転緩めます。緩めるときは、ボルトがシャーシから外れないようにしてください。
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ステップ 7 ブラケットからルータを取り外します。

ルータの運搬
ルータを運搬するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ルータに避雷器が取り付けられている場合は取り外します。

ステップ 2 （オプション）BBUが取り付けられている場合は、BBUを輸送モードに設定します。

ステップ 3 開いているすべてのシャーシポートが、ルータに付属のケーブルポートシールプラグで密閉されているこ
とを確認します。
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